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3-1 巻末資料 

3-1-1 概要 

工種 名称 調査目的 調査数量 

現場作業 

① 形状寸法計測 近接計測(上部工、下部工) 竣工図書不足のため、構造寸法を計測し、橋梁一般図、部材詳細図作成 N=1 橋 

② 変状調査 

外観目視点検 点検調書が群馬県要領であり、損傷図等の不足から、主桁、床版、支承、橋脚の損傷状況を近接目視にて確認、損傷図、損傷写真作成 N=1 橋 

移動・傾斜の計測(3D スキャン) 過年度（H26 年）3D スキャンデータとの対比を行い、移動傾斜、すりへりの評価を実施 N=1 橋 

③ 測量調査 

洗堀量計測 過年度で点検調査されていないため、底版下面の洗堀量調査 
N=4 基 

P1,P2,P3,P4 

深浅測量 河川定期測量の未実施より、現状の河川形状、河川の等高線作成 

L=100m 

5m ピッチ 

河川横断測量 

路線測量 竣工図書不足のため、現況情報の把握（路面高、取付け状況） 

A=2200m2 

本橋 50m 

取付道路 250m 

河川横断測量 河川形状、流下能力検討のための基礎資料の把握 

L=400m 

50m ピッチ 

河川横断測量 

④ 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 

品質試験 

鉄筋探査 配筋状況の確認 

N=6 箇所 

P2,3,4 

上下部 2 箇所 

コア採取 圧縮試験、静弾性係数などの下部工の基礎情報を把握、下部工の巻立て状況の確認 N=2 箇所 

室内品質試験 同上 N=1 箇所 

中性化試験 新旧床版の品質試験 N=2 箇所 

⑤ 地質調査 

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査 地質状況、支持地盤の状況を把握 
標準貫入試験 

N=7 箇所 

土質室内試験 岩石の力学的特性の把握 

試料整形 N=2 個 

岩石密度 N=2 個 

一軸圧縮 N=1 個 

引張試験 N=1 個 

⑥ 
橋脚基部 

ｺﾝｸﾘｰﾄ調査 
ｺﾝｸﾘｰﾄｺｱ調査 岩着状況、基部コンクリート厚さを把握 N=2 箇所 

⑦ 載荷試験  現状 3t 規制の根拠が不明のため、既設耐荷力の検証 N=1 橋 

設計計算 

⑧ 耐荷力照査 対象：3 径間目 横桁の効果、設計当時の荷重に対する照査、桁端板厚減少を考慮した照査 N=1 橋 

⑨ 安定計算 対象：P4 橋脚 洗掘を考慮した下部工安定計算照査 N=1 基 

-巻末　1-



3-1-2 現場調査関係 

(1) 形状寸法計測 

-巻末　2-



（2）変状調査

御鉾橋

神流町

-

45.620m

4.3m/3.5m

5

昭和4年1月（1929年）

昭和31年（1956年）

大正15年

昭和31年(橋梁台帳より)

8t(第二種)

TL-14(二等橋)

無

無

Ⅳ（緊急措置段階）

必要

必要

備考

補強の有無

補強工法 気候区分 普通地

現況桁かかり長(m) 現場計測 交通量 不明

現況支承縁端距離(m) 現場計測 床版の漏水 不明

支承構造 桁端部の塩害 不明

その他 管理：藤岡土木事務所

不要 -

不要 -

前回 今回 不要 河川、船舶航行なし

定期点検詳細調査

①腐食(大小)-d

③ゆるみ・脱落-e

⑤防食機能の劣化-e

⑰その他(断面減少)-e

23変形・欠損-c

⑦剥離・鉄筋露出-d

⑧漏水・遊離石灰-d

⑪床版ひびわれ-d

⑫うき-e

23変形・欠損-c

①腐食(大小)-d

③ゆるみ・脱落-e

⑤防食機能の劣化-e

⑰その他(断面減少)-e

⑥ひびわれ(大大)-e

⑦剥離・鉄筋露出-c

⑫うき-e

⑰その他(植生,隙間)-e

⑳漏水・滞水-e

23変形・欠損-c

26洗掘-e

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

⑭路面の凹凸-e

⑮舗装の異常-e

①腐食(大小)-b

⑤防食機能の劣化-e

23変形・欠損-c

⑧漏水・遊離石灰-d

⑫うき-e

23変形・欠損-e

G1 G2 G3 G4 G1～G2 G2～G3 G3～G4

鉄筋の純被り(mm)

中性化深さ(mm) A 32 28 22 12 6 23 2 1/4径間

中性化残り(mm) B 47 44 35 15 9 61 -1 1/2径間

判定 C 22 20 10 8 3 40 2 3/4径間

目視による損傷状況

詳細調査の要否 G1 G2 G3 G4 G1～G2 G2～G3 G3～G4

目視による損傷状況

詳細調査の要否 A 6.4 5.7 4.3 2.5 1.1 4.5 0.4 μ×E

一軸圧縮強度(N/mm
2
) B 9.4 8.9 7.0 3.0 1.9 12.3 -0.2 μ×E

設計基準強度(N/mm
2
) C 4.3 4.0 2.1 1.5 0.6 7.9 0.4 μ×E

判定 - - OK 設計強度80％ →8t程度の後輪荷重では、問題ないことを確認した。

【E1:橋梁構造の安全性の観点から緊急対応が必要な損傷】　■P4橋脚の洗掘対策
【C1:予防保全の観点から速やかに補修する必要のある損傷】■床組追加工　■鋼材再劣化部塗装工　■床版ひび割れ補修、断面修
復　■下部構造断面修復工　■橋面防水工、舗装工
【S2:追跡調査の必要のある損傷】■胸壁ひびわれ、橋台と護岸の隙間

コンクリート強度

- - 28.6 JISA1107

- - 16.8 コア強度健全度

アルカリ骨材反応
に対して

無 無 無 σ(N/mm2)

不要 不要 不要

※載荷位置：後輪G1側左寄せ
不要 不要 不要 実応力

CASE
備考

OK OK - 10mm以下 

25.3 - 腐食限界(塩分なし)

塩害に対して
無 無 無

中性化に対して

29.0 29.0 - RCレーダー

総合所見

コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
健
全
度

項　　　目
上部工 下部工

備　考

載
荷
試
験
結
果

載荷
状態
CASE

主桁下フランジ 床版

橋
面

外
観
変
状
調
査
結
果

μ(×10^-6)

16.6 3.7 - JISA1152

備考

橋
脚
洗
掘
調
査
結
果

本橋は昭和4年に竣工し、昭和31年に3～5径間が現在の姿で一部再建している。87年（60年）が経過、直近塗装塗替えはH26年である。
■P4基部下面まで洗掘を確認しており、今後の進行具合によっては橋梁構造の安全性に関わるため、P4橋脚の洗掘対策、下流側根固
めブロックの補修を実施するなど、緊急対応が必要である。
■主桁の変形のほか、床版ひび割れ、うき、剥離・鉄筋露出が生じている。主桁の変形は局部的であるが、変形量が大きく、この変形が床
版ひび割れを助長している可能性があることから、床組などを追加し、上部構造の剛性を高めるのが望ましい。
■主桁端部、支承アンカーボルトの再劣化とP1橋脚に対して、塗装塗替えが必要である。
■床版の2方向ひびわれ及び鉄筋露出に対しては、ひび割れ補修、断面修復のほか、予防保全的に防水工を行う。
■コンクリート品質試験結果より、P4は設計強度の80％以上を確保している。また、床版の中性化深さも2径間：16.6mm、3径間：3.7mmで
あり、鉄筋の腐食発生限界の中性化残り10mm以上を確保されている。

2径間目（張出） 4径間目（張出） P4橋脚

12.4

下
部
工

胸壁,竪壁
コンクリート

(A1,P2,P3,P4,A2)

群馬
S0

S2

E1
(P4)

A1橋台の胸壁に10mmのひびわれ、下流側竪壁と護岸に25mmの隙間が発生していること異常遊間も確認していることから、周辺土の沈下・移動・傾斜による下部工へ
の拘束力や応力が発生した可能性が考えられる。
→今後、構造詳細や支持地盤の調査、定期点検でひびわれ量や護岸との隙間を計測して原因究明を行うのが良い。
P2、P3、P4橋脚、A2橋台の基部に広範囲に剥離（すりへり）が見られる。すりへり深さはP2：70mm、P3:50mm、P4:60mm、A2:20mmであり、洪水時など、流水との接触など
が繰り返されていると考えられる。RCレーダー結果より、鉄筋を確認できなかったことから無筋構造物である可能性が高い。また、「橋脚基部にある洗掘防止工とみられ
るコンクリート」の上部が露出しており、河川全体の河床低下の可能性も考えられる。
洗掘調査結果より、P4基部下面側が洗掘していることを確認した。洗掘量は、水平方向：150～950mm、最大鉛直方向：500mmであった。
→今後洗掘が進行すると下部工の安定性を損なう危険性があることから、洗掘対策を実施する必要がある。

群馬
S2

Ｍ
防護柵のトップレールに部分的な腐食が発生している。また、1径間目の下流側の変形を確認したため、維持工事で塗替えおよびなどの補修を実施することが望まし
い。

地覆 - C1
1、2、4径間目の地覆側面の打ち継目からの遊離石灰を確認した。橋面からの漏水が疑われるため、防水層を設置することが望ましい。
A2橋台ウイング部の地覆の欠損を確認した。経年劣化によるものと思われるため、補修することが望ましい。

柱部、壁部
鋼管支柱(P1)

群馬
S2

C1
P1橋脚全体に腐食、防食機能の劣化を確認した。鋼管支柱とガセットに最大-2mmの減肉量を確認した。また、コンクリート埋め込み部の腐食部の板厚減少は小さい
（7.3mm/7.6mm）ことを確認した。→腐食部の塗装塗替えを行うのが良い。

舗装 M Ｍ
A1橋台部に路面の凹凸が発生しており、段差量は45mm（A2橋台部は40～45mm）であり、1径間目は中央まで轍掘りが25mm発生している。2～5径間目は、車軸載荷
位置に5～10mmのひびわれが発生している。→走行性に問題となる可能性が高いため、舗装打替えが妥当である。

防護柵

【凡例】E1:緊急対応が必要な損傷、C2:速やかに補修する必要有、C1:予防保全の観点から補修する必要有、S2:追跡調査の必要有、M:維持工事で対応する必要有
損傷写真

上
部
工

主桁
群馬
S0

C1

主桁端部に塗装の再劣化による板厚減少を伴う腐食が見られる。最大板厚減少量として、ウェブ(1径間G4起点、3径間G4起点、4径間G4終点)：-
8.0mm(5.0mm/13mm)、下フランジ(4径間G1起点)：-14.9mm(3.1mm/18mm)であった。伸縮装置からの漏水が原因であると考えられる。（P2～P4上は埋設ジョイントに交
換済み）主桁ウェブ、下フランジに変形が見られる。計測の結果、最大変形量として、ウェブ(3径間G3終点)：15mm×500mm、下フランジ(4径間G3中央部)：13mm×
800mmであった。主桁の変形は竣工図書などの記録がないため、施工時からのものか、外力（活荷重、地震時水平力）によるものかの判定はできない。ウェブ変形の許
容値としては、道示p446より「h/250→2mm」である。主桁上フランジと床版へのアンカーボルトにゆるみ、脱落が多数見られる。当て板補強箇所の打音の結果、ゆるみは
なかった。
→A1,A2の伸縮装置の設置が望ましい。また板厚減少を反映させた耐荷力照査を実施し、許容値を満足する結果を得た。現状では当て板等の補強は必要ないが、塗
装の再劣化が進行しているため防食の更新が必要である。

床版
群馬
S0

C1

部材名 損傷名

損傷ランク

1径間目は、鉄筋露出やうきが所々見られる。施工時のかぶりが薄かったものと考えられえる。床版ひびわれは1方向で幅も広く、遊離石灰は伴っていない。2径間目は、
過年度の補修跡の再劣化と補修跡周辺のうきが確認された。床版コンクリートの品質劣化が原因となる可能性も高い。床版ひびわれについては遊離石灰が伴っている
ため、防水層の未設置が予想される。3、4、5径間目は、2方向ひびわれが床版全体に発生している。1,2径間と比べて床版厚が薄いこと、主桁が変形していて横桁がな
い構造のため、床版の挙動が複雑となり、床版ひびわれが進行していると考えられる。中性化試験では、2径間目で16.6mm、4径間目で3.7mmである。鉄筋のかぶりは
30mm程度のため、中性化残りは十分であると考えられ、施工誤差でかぶり厚が薄い箇所で、鉄筋腐食による、うき・剥離鉄筋露出が進行すると考えられる。
→床版の機能劣化を防ぐため、防水層の設置をすることが望ましい。また、今後定期点検で床版ひびわれ、うき・鉄筋露出の範囲の進展を確認するのが良い。また、横
桁が無い構造のため、床版の2方向ひびわれが発生しやすいため、床組などを追加するのが望ましい。

支承
群馬
S0

C1

主桁端部の塗装の再劣化と同様にアンカーボルトの腐食が見られる。また、ボルトナットのゆるみが顕著であり、脱落箇所も確認した。塗装塗替え時に締め込みなどの
対策は未実施である。走行車両の振動等による原因は考えにくいため、竣工当初よりこの状態であった可能性が高い。
→不足する箇所やゆるみに対しては、ボルトナットの再設置や締め直しが必要である。

・群馬S0：損傷が認められるので、詳細に専門家点検を行った上で補修を行う必要がある。（C2,C1,S1に対応）
特定対策の

要否

アルカリ骨材反応対策

・群馬S2：損傷が認められないか、軽微なので早急に補修をする必要はなく、継続的に職員点検・定期点検をする必要がある。（S2,B,Aに対応） 塩害対策

所　　見　（概　　要） 第三者被害予防措置

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 凍結防止剤の散布状況

前回損傷ランク：定期点検要領（群馬県） 橋梁点検：平成21年度（2009年） 桁下：神流川

床版防水層の有無

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式 ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ形式

使用状況

普通地・雪寒地

支承部

0.415 0.200 0.200 0.495 大型車の交通量 （1方向あたりの大型車交通量 台/日)

0.180 0.055 0.055 0.355 0.355 0.355 0.355 0.355 0.355

0.495 0.495 0.495 0.495 0.495 0.630

0.380

直接基礎

橋脚耐震補強
無 無 無 無 無 無

- -

基礎形式 直接基礎 直接基礎 直接基礎 直接基礎 直接基礎

- - -

橋脚耐震補強

落橋防止システム

総合健全度判定

耐震補強対策

P4橋脚 A2橋台 対象橋梁の環境条件

上部工形式 鋼単純I型鋼桁橋 鋼単純I型鋼桁橋 鋼単純I型鋼桁橋 鋼単純I型鋼桁橋 鋼単純I型鋼桁橋

周辺環境 地域区分
都市部・郊外部・山地部・工業地帯・塩害地域
・その他

山地部
下部工形式 重力式橋台 鋼管支柱式橋脚 壁式橋脚 壁式橋脚 壁式橋脚 重力式橋台

全幅員/有効幅員

径間数

竣工年度

竣工年度(3～5径間)

適用示方書

適用示方書(3～5径間)

a) 外観目視点検

橋

梁

概

要

橋梁諸元 橋梁一般図 現況写真 調査日2016年10月

橋梁名

管理者

橋梁コード

橋長

維持補修対策

構造形式および耐震補強の状況 A1橋台 P1橋脚 P2橋脚 P3橋脚

設計活荷重

設計活荷重(3～5径間)

橋面状況 橋梁全景

防護柵(ガードレール)上部工（主桁,床版） 塗装履歴板 伸縮装置状況

下部工（A1,P1,P2,P3） 下部工（P4,A2）

主桁,支承：腐食(再劣化) 主桁：ウェブ変形 主桁：下フランジ変形 主桁：上フランジボルトゆるみ

床版：2方向ひびわれ 床版：遊離石灰 支承：ボルトゆるみ、脱落

胸壁：ひびわれ

交換支柱：腐食 竪壁：剥離（すりへり）

床版：鉄筋露出

舗装：凹凸（ひびわれ） 地覆：遊離石灰

昭和4年竣工 昭和31年竣工

昭和4年竣工 昭和31年竣工 昭和4年竣工

昭和4年竣工

昭和31年竣工

4径間目G1起点、P3上

3径間G3終点、P3上

G3中間P4側

底版(P4)：洗掘竪壁：剥離（すりへり）

地質コア

-巻末　3-



A1 P1

損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

下　面

御鉾橋　損傷図（第１径間）

(写-9)

床版 ⑦剥離・鉄筋露出-d

(写-11)

床版 ⑫うき-e

(写-10)

床版  変形・欠損-c

床版 ⑦剥離・鉄筋露出-c

(写-46)

排水管  変形・欠損-c

地覆側面

[打継目](写-41)

地覆 ⑧漏水・遊離石灰-d

(写-13)

床版 ⑪床版ひびわれ-c

(写-12)

床版 ⑪床版ひびわれ-c

※　　　は①腐食-d,⑰その他(断面減少)-eを示す。

[再劣化](写-1,2,3,4,37)

　 ⑰その他(断面減少)-e　

　 ①腐食(大小)-d
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 ⑤防食機能の劣化-e

[再劣化](写-8,38)

　 ⑰その他(断面減少)-e　

　 ①腐食(大小)-d
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 ⑤防食機能の劣化-e

※　　　は補修部を示す。

※詳細図1参照

[600×200]

G1

G2

G3

G4

[再劣化] ※詳細図1参照

　 ⑰その他(断面減少)-e　

　 ①腐食(大小)-d
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 ⑤防食機能の劣化-e

3
@
1
0
0
0
=
3
0
0
0

6
5
0

6
5
0

4
0
0

3
5
0
0

4
0
0

4
3
0
0

上
流

側
下
流

側

[700×100,750×250]

※詳細図1参照

[下部:遊間量0mm]

主桁 ⑬遊間の異常-e　　

[上部:遊間量0mm](写-5,6)

主桁 ⑬遊間の異常-e　　　

[下部:遊間量15mm]

[上部:遊間量10mm](写-7)

[ｳｪﾌﾞ板厚:5.56mm/13mm]
[上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:9.88mm/18mm]
[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:7.8mm/18mm]

[ｳｪﾌﾞ板厚:4.8mm/13mm]
[上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:7.33mm/18mm]
[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.67mm/18mm]

8680
140 140

8800
140 140

支間長 8840
140 140

8790
140 140

8810 250250
9070

橋長 45620

10 9080 10桁長 912010 9070 10 9200 2020

国道462号線 県道万場下吉田線

A1 P1 P2 P3 P4 A2

詳細図１（主桁端部 腐食調査　１/２）

御鉾橋　損傷図（第１径間）

G1桁 起点側 G2桁 起点側

上ﾌﾗﾝｼﾞ

下ﾌﾗﾝｼﾞ

上流側

下流側

※引き出し線の板厚は[腐食部板厚/健全部板厚]を示す。

[板厚:9.88mm/18mm]

主桁[上フランジ]　　

[板厚:5.56mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

[板厚:7.8mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

G1桁 終点側

下ﾌﾗﾝｼﾞ下面

-
巻

末
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詳細図１（主桁端部 腐食調査　２/２）

御鉾橋　損傷図（第１径間）

G3桁 起点側 G4桁 起点側

※引き出し線の板厚は[腐食部板厚/健全部板厚]を示す。

[板厚:6.3mm/13mm]

主桁[ウェブ] 　　　

[板厚:7.7mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:7.33mm/18mm]

主桁[上フランジ]　　

[板厚:4.8mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

[板厚:6.67mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

G4桁 終点側

下ﾌﾗﾝｼﾞ下面

上ﾌﾗﾝｼﾞ

下ﾌﾗﾝｼﾞ

上流側

下流側

Ａ１橋台

御鉾橋　損傷図（第１径間）

損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

胸壁,竪壁 ⑰その他(植生)-e

[10.0mm/L=250](写-14,15)

　　  変形・欠損-e　　　
胸壁 ⑥ひびわれ(大小)-d

竪壁 ⑫うき-e

(写-17)

[500×150](写-16)

　　  変形・欠損-e　　
　　 ⑳漏水・滞水-e

竪壁  変形・欠損-c

[250×100]

　　 ⑧漏水・遊離石灰-e

(写-20)
[隙間量25mm](写-21,22)

竪壁 ⑥ひびわれ(小小)-b 竪壁 ⑰その他(隙間)-e

[漏水跡](写-18)

竪壁 ⑳漏水・滞水-e

胸壁 ⑰その他(植生)-e

[打継目](写-19)

竪壁 ⑧漏水・遊離石灰-d

[1.2mm/L=1800]

胸壁 ⑥ひびわれ(大小)-d伸縮装置 ⑳漏水・滞水-e

-
巻

末
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損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

Ｐ１橋脚

御鉾橋　損傷図（第１径間）

A1側 A2側側面 側面

[10×100/減肉量:2.0mm](写-23,24)

　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e　　
柱部・壁部 ①腐食(大小)-d

[10×300/減肉量:1.3mm](写-33)

　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
柱部・壁部 ①腐食(大小)-d

(写-35,36)

柱部・壁部 ⑥ひびわれ(大小)-d

[柱部全体](写-34)

　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
柱部・壁部 ①腐食(小大)-c

[柱部全体]

　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
柱部・壁部 ①腐食(小大)-c

[超音波板厚計測箇所]

　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
柱部・壁部 ①腐食(大小)-d

[減肉部:7.3mm](写-25,26)

[超音波板厚計測箇所]

　　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
柱部・壁部 ①腐食(小小)-b

[減肉部:7.3mm](写-29,30)
[健全部:7.3mm](写-31,32)

[健全部:7.6mm](写-27,28)

A1 P1

損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

橋　面

御鉾橋　損傷図（第１径間）

(写-39)

防護柵  変形・欠損-c

[段差量45mm](写-42,43)

　　 ⑮舗装の異常-e　　
舗装 ⑭路面の凹凸-e

[段差量25mm](写-44,45)

　　 ⑮舗装の異常-e　　　
舗装 ⑭路面の凹凸-e

(写-40)

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b

3
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0
0
0
=
3
0
0
0

6
5
0

6
5
0

4
0
0

3
5
0
0

4
0
0

4
3
0
0

上
流

側
下

流
側

8680
140 140

8800
140 140

支間長 8840
140 140

8790
140 140

8810 250250
9070

橋長 45620

10 9080 10桁長 912010 9070 10 9200 2020

国道462号線 県道万場下吉田線

A1 P1 P2 P3 P4 A2

-
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損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

P1 P2

下　面

御鉾橋　損傷図（第２径間）

(写-54)

　　 ⑫うき-e　　　　　

[補修部](写-55)

床版 ⑫うき-e

床版 ⑦剥離・鉄筋露出-d

地覆側面

(写-56,57)

床版 ⑦剥離・鉄筋露出-e

[打継目](写-73)

地覆 ⑧漏水・遊離石灰-d

(写-59)

床版 ⑪床版ひびわれ-c

(写-58)

　　 ⑪床版ひびわれ-d　　
床版 ⑧漏水・遊離石灰-d

G1

G2

G3

G4

※　　　は①腐食-d,⑰その他(断面減少)-eを示す。

※　　　は補修部を示す。

[50×150]

主桁 ⑰その他(断面減少)-e

　[再劣化](写-47,48,49,50)

　　　 ⑰その他(断面減少)-e　

　主桁 ①腐食(大小)-d
　　　 ⑤防食機能の劣化-e

　[1000×100,850×350]

[再劣化]

　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ①腐食(小小)-b

[再劣化](写-70)

　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ①腐食(小小)-b

[再劣化](写-51,52,53)

　　 ⑰その他(断面減少)-e　

主桁 ①腐食(大小)-d
　　 ⑤防食機能の劣化-e

[800×150]

6
5
0

6
5
0

4
0
0

3
5
0
0

4
3
0
0

3
@
1
0
0
0
=
3
0
0
0

4
0
0

上
流
側

下
流
側

　※詳細図2参照

※詳細図2参照

[ｳｪﾌﾞ板厚:6.76mm/13mm]
[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:7.67mm/18mm]

8680
140 140

8800
140 140

支間長 8840
140 140

8790
140 140

8810 250250
9070

橋長 45620

10 9080 10桁長 912010 9070 10 9200 2020

国道462号線 県道万場下吉田線

A1 P1 P2 P3 P4 A2

　[ｳｪﾌﾞ板厚:8.38mm/13mm]
　[上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.4mm/18mm]
　[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:8.9mm/18mm]

詳細図２（主桁端部 腐食調査）

御鉾橋　損傷図（第２径間）

G1桁 起点側 G1桁 終点側 G4桁 終点側

上ﾌﾗﾝｼﾞ

下ﾌﾗﾝｼﾞ

下ﾌﾗﾝｼﾞ下面

上流側

下流側

※引き出し線の板厚は[腐食部板厚/健全部板厚]を示す。

[板厚:6.4mm/18mm]

主桁[上フランジ]　　

[板厚:8.9mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:8.38mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　 [板厚:6.76mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

[板厚:7.67mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

-
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損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

Ｐ２橋脚

御鉾橋　損傷図（第２径間）

A1側 A2側

(写-60)

柱部・壁部 ⑧漏水・遊離石灰-d

(写-61)

竪壁 ⑦剥離・鉄筋露出-c

(写-71)

落橋防止ｼｽﾃﾑ ⑥ひびわれ(大小)-d

　　　　　 ⑧漏水・遊離石灰-d
柱部・壁部 ⑥ひびわれ(小小)-b

[1500×全周,d=70mm](写-62,63)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[1500×全周,d=110mm](写-64,65)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c [4450×3000,d=220mm](写-67,68)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[1500×全周,d=70mm]

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[550×1600,d=60mm]

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

(写-66)

柱部・壁部  洗掘-e 柱部・壁部  洗掘-e

(写-69)

　　 ⑤防食機能の劣化-e
梁部 ①腐食(大小)-d

損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

P1 P2

橋　面

御鉾橋　損傷図（第２径間）
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0
0
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=
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0
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4
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4
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4
3
0
0

上
流

側
下

流
側

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b

(写-72)

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b

(写-74)

舗装 ⑮舗装の異常-e

8680
140 140

8800
140 140

支間長 8840
140 140

8790
140 140

8810 250250
9070

橋長 45620

10 9080 10桁長 912010 9070 10 9200 2020

国道462号線 県道万場下吉田線

A1 P1 P2 P3 P4 A2

-
巻

末
　

8
-



損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

P2 P3

下　面

御鉾橋　損傷図（第３径間）

※　　　は①腐食-d,⑰その他(断面減少)-eを示す。

※　　　は補修部を示す。

※　　　は主桁上ﾌﾗﾝｼﾞのﾎﾞﾙﾄのゆるみを示す。

[ゆるみ1本](写-76,77)

主桁 ③ゆるみ・脱落-e

(写-89)

床版 ⑧漏水・遊離石灰-d

(写-86)

床版 ⑦剥離・鉄筋露出-d (写-87)

床版 ⑪床版ひびわれ-c

(写-88)

床版 ⑪床版ひびわれ-c

[下ﾌﾗﾝｼﾞ:変形量8mm/L=600](写-82,83)

主桁  変形・欠損-e　　　　　　　　　

[下ﾌﾗﾝｼﾞ:変形量7mm/L=600](写-79,80,81)

主桁  変形・欠損-e　　　　　　　　　　　

[ｳｪﾌﾞ:変形量5mm]

主桁  変形・欠損-e

[ｳｪﾌﾞ:変形量15mm/L=500mm](写-84,85)

主桁  変形・欠損-e    　　　　　　　

(写-105)

伸縮装置 ⑳漏水・滞水-e

G1

G2

G3

G4

[再劣化](写-100)

　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ①腐食(小小)-b

[再劣化](写-75)

　　 ⑰その他(断面減少)-e　　

主桁 ①腐食(大小)-d
　　 ⑤防食機能の劣化-e

[200×100,300×100]

[ゆるみ2/4本](写-99)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[ゆるみ4/4本]

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[ゆるみ1/4本]

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[ゆる2/4本]

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[再劣化]

　　 ⑤防食機能の劣化-e

支承本体,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ
　　 ①腐食(小小)-b

[再劣化] ※詳細図3参照

　　 ⑰その他(断面減少)-e
　　 ⑤防食機能の劣化-e
主桁 ①腐食(小小)-b

[ゆるみ2/4本](写-101)

　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
　　　　 ③ゆるみ・脱落-e
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ①腐食(小小)-b

　　 ⑤防食機能の劣化-e
主桁 ①腐食(小小)-b

[再劣化](写-78)

　　 ⑰その他(断面減少)-e　

主桁 ①腐食(大小)-d
　　 ⑤防食機能の劣化-e

[150×50]

[ゆるみ1/4本]

　　　　 ⑤防食機能の劣化-e
　　　　 ③ゆるみ・脱落-e
ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ①腐食(小小)-b

上
流
側

下
流
側

[ｳｪﾌﾞ板厚:6.1mm/13mm]
[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:5.3mm/18mm]

[上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:3.3mm/18mm]

※詳細図3参照

※詳細図3参照

(写-106)

伸縮装置 ⑰その他(目地材脱落)-e
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国道462号線 県道万場下吉田線

A1 P1 P2 P3 P4 A2

詳細図３（主桁端部 腐食調査）

御鉾橋　損傷図（第３径間）

G1桁 起点側 G1桁 終点側 G2桁 起点側 G4桁 起点側

上ﾌﾗﾝｼﾞ

下ﾌﾗﾝｼﾞ

[板厚:5.3mm/18mm]

主桁[上フランジ]　　

[板厚:6.1mm/13mm]

主桁ウェブ　　　　

[板厚:5.3mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:3.3mm/18mm]

主桁[上フランジ]　　

[板厚:5.7mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:4.5mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:5.8mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　 [板厚:5.0mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

上流側

下流側

※引き出し線の板厚は[腐食部板厚/健全部板厚]を示す。
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損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

Ｐ３橋脚

御鉾橋　損傷図（第３径間）

A1側 A2側

(写-92)

　　　　　 ⑧漏水・遊離石灰-d
柱部・壁部 ⑥ひびわれ(小小)-b

[0.2mm/L=1200](写-93)

柱部・壁部 ⑥ひびわれ(中小)-c

※　　　は補修部を示す。

[0.4mm/L=500](写-102)

落橋防止ｼｽﾃﾑ ⑥ひびわれ(大大)-e

(写-103)

　　　　　　 ⑫うき-e　　　　　
落橋防止ｼｽﾃﾑ ⑦剥離・鉄筋露出-c

[2000×全周,d=90mm](写-90,91)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[2000×全周,d=30mm]

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[800×2900,d=130mm](写-95,96)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[2500×1600,d=90mm](写-97,98)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[2000×全周,d=50mm]

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

(写-94)

柱部・壁部  洗掘-e 柱部・壁部  洗掘-e

損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

P2 P3

橋　面

御鉾橋　損傷図（第３径間）

(写-107)

舗装 ⑮舗装の異常-e
　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b

(写-104)

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b
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側
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損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

P3 P4

下　面

御鉾橋　損傷図（第４径間）

地覆側面

(写-124)

　　 ⑪床版ひびわれ-d

(写-126)

床版 ⑪床版ひびわれ-d

(写-125)

床版 ⑪床版ひびわれ-c

[ゆるみ2本](写-112,113)

主桁 ③ゆるみ・脱落-e

※　　　は①腐食-d,⑰その他(断面減少)-eを示す。

※　　　は補修部を示す。

※ 　は主桁上ﾌﾗﾝｼﾞのﾎﾞﾙﾄのゆるみを示す。

[脱落1本](写-121,122)

主桁 ③ゆるみ・脱落-e

(写-127)

床版 ⑦剥離・鉄筋露出-d

[打継目](写-138)

地覆 ⑧漏水・遊離石灰-d

※ 　は主桁上ﾌﾗﾝｼﾞのﾎﾞﾙﾄの脱落を示す。

[ｳｪﾌﾞ:変形量10mm/L=3300](写-117,118)

主桁  変形・欠損-e　　　　　　　　　　

[下ﾌﾗﾝｼﾞ:変形量13mm/L=800](写-119,120)

主桁  変形・欠損-e　　　　　　　　　　　

G1

G2

G3

G4

[再劣化](写-108)

　 ⑰その他(断面減少)-e　

　 ①腐食(大小)-d
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 ⑤防食機能の劣化-e

[ｳｪﾌﾞ板厚:5.5mm/13mm]

[ｿｰﾙﾌﾟﾚｰﾄ:変形15mm](写-109,110)

主桁  変形・欠損-c　　　　　　

[ゆるみ1/4本]

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[ゆるみ2/4本](写-135)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[下ﾌﾗﾝｼﾞ:変形量10mm/L=900](写-114,115)

主桁  変形・欠損-e　　　　　　　　　　

[支持材変形](写-141)

添架物  変形・欠損-c

[再劣化](写-111)

　　 ⑰その他(断面減少)-e　

主桁 ①腐食(大小)-d
　　 ⑤防食機能の劣化-e

[450×50,600×150]

[脱落1/4本](写-134)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[再劣化](写-123)

　　 ⑰その他(断面減少)-e　

主桁 ①腐食(小小)-b
　　 ⑤防食機能の劣化-e

[150×150,250×200]

[ゆるみ2/4本]

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[ゆるみ2/4本]

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

上
流
側

下
流
側

[下ﾌﾗﾝｼﾞ:変形量10mm/L=5400](写-116)

主桁  変形・欠損-e　　　　　　　　　　　

[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:3.1mm/18mm]
[500×150]

[ｳｪﾌﾞ板厚:8.1mm/13mm]
[上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.5mm/18mm]
[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.3mm/18mm]

[ｳｪﾌﾞ板厚:5.0mm/13mm]
[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:8.2mm/18mm]
※詳細図4参照

※詳細図4参照

※詳細図4参照

床版 ⑧漏水・遊離石灰-d

(写-139)

伸縮装置 ⑳漏水・滞水-e
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A1 P1 P2 P3 P4 A2

詳細図４（主桁端部 腐食調査）

御鉾橋　損傷図（第４径間）

G1桁 起点側 G1桁 終点側 G4桁 起点側 G4桁 終点側

上ﾌﾗﾝｼﾞ

下ﾌﾗﾝｼﾞ

[板厚:5.5mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

[板厚:6.7mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:3.1mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:6.5mm/18mm]

主桁[上フランジ]　　

[板厚:6.3mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:8.1mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

[板厚:7.5mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:6.mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

[板厚:8.2mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:5.0mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

上流側

下流側

※引き出し線の板厚は[腐食部板厚/健全部板厚]を示す。

-
巻

末
　

1
1-



損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

Ｐ４橋脚

御鉾橋　損傷図（第４径間）

A1側 A2側

※　　　は補修部を示す。

落橋防止ｼｽﾃﾑ ⑥ひびわれ(大大)-e

[3000×全周,d=30mm](写-130)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c
(写-136)

落橋防止ｼｽﾃﾑ ⑥ひびわれ(大大)-e

[1700×全周,d=170mm](写-128,129)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[1700×全周,d=20mm]

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[5550×2400,d=140mm](写-132,133)

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c　　

[1700×全周,d=60mm]

柱部・壁部 ⑦剥離・鉄筋露出-c

(写-131)

柱部・壁部  洗掘-e柱部・壁部  洗掘-e

損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

P3 P4

橋　面

御鉾橋　損傷図（第４径間）

(写-140)

舗装 ⑮舗装の異常-e
　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b

(写-137)

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b
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側
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損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

P4 A2

下　面

御鉾橋　損傷図（第５径間）

[ｳｪﾌﾞ:変形量7mm]

主桁  変形・欠損-e

[ｳｪﾌﾞ:変形量10mm](写-147,148)

主桁  変形・欠損-e　　　　　

(写-154)

床版 ⑫うき-e

(写-150)

床版 ⑦剥離・鉄筋露出-d

[ゆるみ2本](写-145,146)

主桁 ③ゆるみ・脱落-e

※　　　は①腐食-d,⑰その他(断面減少)-eを示す。

※　　　は補修部を示す。

※ 　は主桁上ﾌﾗﾝｼﾞのﾎﾞﾙﾄのゆるみを示す。

(写-153)

　　 ⑪床版ひびわれ-d　　

G1

G2

G3

G4

[脱落1/4本](写-161)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[再劣化](写-142)

　　 ⑰その他(断面減少)-e　

主桁 ①腐食(小小)-b
　　 ⑤防食機能の劣化-e

[ｳｪﾌﾞ板厚:5.6mm/13mm]

[200×50]

主桁 ⑰その他(断面減少)-e

[再劣化](写-149)

　　 ⑰その他(断面減少)-e　

主桁 ①腐食(大小)-d
　　 ⑤防食機能の劣化-e

[500×30,450×150]
[ゆるみ1/4本]

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ③ゆるみ・脱落-e

[再劣化](写-143)

　　 ⑰その他(断面減少)-e　

主桁 ①腐食(大小)-d
　　 ⑤防食機能の劣化-e

[ｳｪﾌﾞ板厚:6.1mm/13mm]

[再劣化](写-162)

　　　　 ⑰その他(断面減少)-e　

　　　　 ③ゆるみ・脱落-e
　　　　 ⑤防食機能の劣化-e

[ゆるみ2/4本]

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ ①腐食(大小)-d

[再劣化](写-144)

　 ⑰その他(断面減少)-e　

　 ①腐食(大小)-d
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 ⑤防食機能の劣化-e

[550×200]

[再劣化] ※詳細図5参照

　 ⑰その他(断面減少)-e　

　 ①腐食(大小)-d
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 ⑤防食機能の劣化-e

[再劣化] ※詳細図5参照

　 ⑰その他(断面減少)-e　

　 ①腐食(大小)-d
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

　 ⑤防食機能の劣化-e

(写-151)

　　 ⑪床版ひびわれ-d　　

(写-152)

床版 ⑪床版ひびわれ-c

上
流
側

下
流
側

[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.4mm/18mm]
[400×100] [下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:5.2mm/18mm]

[700×250]

[ｳｪﾌﾞ板厚:5.7mm/13mm]
[上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:7.0mm/18mm]
[下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:5.2mm/18mm]

※詳細図5参照
※詳細図5参照

※詳細図5参照

※詳細図5参照

[100×150]

床版 ⑫うき-e

床版 ⑧漏水・遊離石灰-d

床版 ⑧漏水・遊離石灰-d

(写-171)

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
添架物 ①腐食(小小)-b
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国道462号線 県道万場下吉田線
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詳細図５（主桁端部 腐食調査 １/２）

御鉾橋　損傷図（第５径間）

G1桁 起点側 G1桁 終点側 G2桁 終点側

上ﾌﾗﾝｼﾞ

下ﾌﾗﾝｼﾞ

[板厚:6.4mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:5.6mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

[板厚:8.1mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

[板厚:5.2mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　
[板厚:7.7mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:6.1mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

上流側

下流側

※引き出し線の板厚は[腐食部板厚/健全部板厚]を示す。

[板厚:7.2mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:6.8mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

下ﾌﾗﾝｼﾞ下面

-
巻

末
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詳細図５（主桁端部 腐食調査 ２/２）

御鉾橋　損傷図（第５径間）

G3桁 起点側 G3桁 終点側 G4桁 起点側 G4桁 終点側

上ﾌﾗﾝｼﾞ

下ﾌﾗﾝｼﾞ

[板厚:7.0mm/18mm]

主桁[上フランジ]　　

[板厚:5.7mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　

[板厚:8.2mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:6.2mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　　

[板厚:5.2mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:5.8mm/18mm]

主桁[上フランジ]　　

[板厚:7.9mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　　

[板厚:5.2mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:5.2mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　

[板厚:6.0mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

上流側

下流側

※引き出し線の板厚は[腐食部板厚/健全部板厚]を示す。

[板厚:5.6mm/18mm]

主桁[下フランジ]　　
[板厚:7.1mm/13mm]

主桁[ウェブ]　　　　

損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

Ａ２橋台

御鉾橋　損傷図（第５径間）

(写-155)

胸壁 ⑦剥離・鉄筋露出-c

(写-156)

(写-160)

翼壁 ⑫うき-e

胸壁 ⑦剥離・鉄筋露出-c

[2500×2700,d=20mm](写-157)

竪壁 ⑦剥離・鉄筋露出-c　　

[漏水跡](写-159)

竪壁 ⑳漏水・滞水-e

(写-158)

　　 ⑦剥離・鉄筋露出-c
竪壁 ⑥ひびわれ(中大)-d

(写-166)

伸縮装置 ⑳漏水・滞水-e

-
巻

末
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損 傷 の 凡 例

表    示

剥       離

鉄 筋 露 出

損傷の種類

ひ び わ れ

漏      水

そ  の  他

損傷の種類

遊 離 石 灰

表    示

う       き

P4 A2

橋　面

御鉾橋　損傷図（第５径間）

[400×250,350×150](写-165)

　　  変形・欠損-e　　　　　
地覆 ⑫うき-e

(写-167)

舗装 ⑮舗装の異常-e
地覆  変形・欠損-e

(写-164)

地覆  変形・欠損-e

[段差45mm](写-169,170)

　　 ⑮舗装の異常-e
舗装 ⑭路面の凹凸-e

[段差量40mm](写-168)

舗装 ⑭路面の凹凸-e

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b

(写-163)

　　　 ⑤防食機能の劣化-e
防護柵 ①腐食(小小)-b

上
流
側

下
流
側

3
@
1
0
0
0
=
3
0
0
0

6
5
0

6
4
6

4
0
0

3
5
0
0

4
0
0

4
3
0
0

8680
140 140

8800
140 140

支間長 8840
140 140

8790
140 140

8810 250250
9070

橋長 45620

10 9080 10桁長 912010 9070 10 9200 2020

国道462号線 県道万場下吉田線

A1 P1 P2 P3 P4 A2

-
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　橋梁番号 № 18

自
至

1

1
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

2

1

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

3

1

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋

現

地

調

査

写

真

路線名 県道万場下吉田線

再　撮

メ　　　モ
写真番号1の計測値
上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:9.88mm/18mm

写 真 番 号

メ　　　モ
G1主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(700×100,750×
250mm)を伴う腐食が見られる
他、A1上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄにも同様の
損傷が見られる。

要 素 番 号

メ　　　モ
写真番号1の計測値
※ウェブ板厚5.56mm/13mm

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

部  材  名

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

再　撮

神流町役場

損傷の種類

損傷の種類

損傷の種類

径 間 番 号

要 素 番 号

管
轄

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

4

1

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

5

1

主桁

⑬遊間の異常-e

6

1

主桁

⑬遊間の異常-e

再　撮

現

地

調

査

写

真

要 素 番 号

メ　　　モ
写真番号1の計測値
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:7.8mm/18mm

余　白

写 真 番 号

部  材  名

要 素 番 号

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

メ　　　モ

径 間 番 号

損傷の種類

損傷の種類

損傷の種類

部  材  名

要 素 番 号

メ　　　モ
写真番号5の近接写真
※遊間量0mm

A1上の主桁端部(G3桁)に遊間の
異常遊間量[上部:0mm,下
部:15mm]が見られる。

写 真 番 号

径 間 番 号

-巻末　16-



　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

7

1

主桁

⑬遊間の異常-e

8

1
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

9

1

床版

⑦剥離・鉄筋露出-d

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

メ　　　モ
A1上の主桁端部(G4桁)に遊間の
異常遊間量[上部:10mm,下
部:0mm]が見られる。

余　白

現

地

調

査

写

真

再　撮

余　白

損傷の種類

メ　　　モ
張出し床版に鉄筋露出[100×
150mm]が見られる。

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

損傷の種類

損傷の種類

要 素 番 号

要 素 番 号

メ　　　モ
G4主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(600×200mm)を伴う
腐食が見られる他、A1上のｱﾝｶｰ
ﾎﾞﾙﾄにも同様の損傷が見られ
る。
ｳｪﾌﾞ板厚:4.8mm/13mm
上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:7.33mm/18mm
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.67mm/18mm

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

10

1

床版

変形・欠損-c

11

1

床版

⑫うき-e

12

1

床版

⑪床版ひびわれ-c

径 間 番 号

床版に一方向ひびわれ[幅
0.2mm/L=400mm]が見られる。

部  材  名

要 素 番 号

現

地

調

査

写

真

部  材  名

要 素 番 号

メ　　　モ

損傷の種類

写 真 番 号

メ　　　モ
端部の張出し床版に欠損[100×
300mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

余　白

余　白

損傷の種類

床版にうき[200×200mm×
2ヶ,100×100mm]が見られる。

写 真 番 号

要 素 番 号

部  材  名

メ　　　モ

径 間 番 号

損傷の種類

-巻末　17-



　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

13

1

床版

⑪床版ひびわれ-c

14

1

胸壁

⑥ひびわれ(大小)-d

変形・欠損-e

15

1

胸壁

⑥ひびわれ(大小)-d

余　白

要 素 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

現

地

調

査

写

真

余　白

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

写 真 番 号

写 真 番 号

損傷の種類

損傷の種類

径 間 番 号

メ　　　モ
A1橋台胸壁にひびわれ[幅
10.0mm/L=250mm]及び、欠損[250
×250mm]が見られる。

損傷の種類

写真番号14の近接写真
※ひびわれ幅10.0mm

メ　　　モ

床版に一方向ひびわれ[幅
0.2mm/L=850mm]が見られる。

メ　　　モ

部  材  名

要 素 番 号

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

16

1

胸壁

⑰その他(植生)-e

変形・欠損-e

17

1

竪壁

⑫うき-e

18

1

竪壁

⑳漏水・滞水-e

余　白

A1橋台竪壁にうき[150×900mm]
が見られる。

部  材  名

余　白

メ　　　モ
A1橋台竪壁に漏水跡が見られ
る。

要 素 番 号

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

メ　　　モ

現

地

調

査

写

真

損傷の種類

損傷の種類

部  材  名

要 素 番 号

写 真 番 号

径 間 番 号

メ　　　モ
A1橋台胸壁に植生及び、欠損
[500×150mm]が見られる他、漏
水跡も見られる。
⑳漏水・滞水-e

写 真 番 号

径 間 番 号

損傷の種類

-巻末　18-



　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

19

1

竪壁

⑧漏水・遊離石灰-d

20

1

竪壁

⑥ひびわれ(小小)-b

⑧漏水・遊離石灰-e

21

1

竪壁

⑰その他(隙間)-e

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

メ　　　モ
A1橋台竪壁に遊離石灰を伴う水
平方向ひびわれ[L=500mm]が見ら
れる他、漏水が見られる。

損傷の種類

損傷の種類

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

メ　　　モ
A1橋台竪壁の側面と袖擁壁の間
に隙間[隙間量25mm]が見られ
る。余　白

損傷の種類

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

現

地

調

査

写

真

メ　　　モ
A1橋台竪壁の打継目に遊離石灰
が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

22

1

竪壁

⑰その他(隙間)-e

23

1

柱部・壁部

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

24

1

柱部・壁部

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

メ　　　モ
写真番号23の近接写真
※減肉量2.0mm

損傷の種類

要 素 番 号

メ　　　モ
写真番号21の近接写真
※隙間量25mm

損傷の種類

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

メ　　　モ
P1橋脚柱部に断面減少を伴う腐
食(10×100mm)が見られる。

損傷の種類

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

-巻末　19-



　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

25

1

柱部・壁部

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

26

1

柱部・壁部

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

27

1

柱部・壁部

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号25の健全部写真

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P1橋脚柱部の基部に断面減少を
伴う腐食が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号25の計測値
※減肉部7.3mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

28

1

柱部・壁部

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

29

1

柱部・壁部

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

30

1

柱部・壁部

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号29の計測値
※腐食部7.3mm

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号27の計測値
※健全部7.6mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P1橋脚柱部の基部に腐食が見ら
れる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

31

1

柱部・壁部

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

32

1

柱部・壁部

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

33

1

柱部・壁部

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号29の健全部写真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号31の計測値
※健全部7.3mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P1橋脚柱部に断面減少を伴う腐
食(10×300mm/減肉量1.3mm)が見
られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

34

1

柱部・壁部

①腐食(小大)-c

⑤防食機能の劣化-e

35

1

柱部・壁部

⑥ひびわれ(大小)-d

36

1

柱部・壁部

⑥ひびわれ(大小)-d

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P1橋脚の柱部全体に腐食が見ら
れる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P1橋脚の根固めにひびわれ[幅
1.0mm/L=300mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号35の近接写真
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

37

1

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

38

1

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

39

1

防護柵

変形・欠損-c

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A1上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに塗装の再劣化
による断面減少を伴う腐食が見
られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A1上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに塗装の再劣化
による断面減少を伴う腐食が見
られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
防護柵に変形が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

40

1

防護柵

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

41

1

地覆

⑧漏水・遊離石灰-d

42

1

舗装

⑭路面の凹凸-e

⑮舗装の異常-e

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
防護柵に腐食が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
地覆側面に遊離石灰が見られ
る。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A1伸縮装置上の舗装に路面の凹
凸(200×900mm/段差量45mm,500
×900/段差量30mm)が見られる
他、ひびわれ[幅5mm]が見られ
る。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

43

1

舗装

⑭路面の凹凸-e

⑮舗装の異常-e

44

1

舗装

⑭路面の凹凸-e

⑮舗装の異常-e

45

1

舗装

⑭路面の凹凸-e

⑮舗装の異常-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号42の近接写真
※段差量45mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A1伸縮装置上の舗装に路面の凹
凸(4100×900mm/段差量25mm,
3600×1200/段差量20mm)が見ら
れる他、ひびわれ[幅
5mm/L=900mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号44の近接写真
※段差量25mm

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ
名　称

所在地

ﾐﾎｺﾊｼ

神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

御鉾橋
路線名 県道万場下吉田線 神流町役場

管
轄

46

1

排水管

変形・欠損-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
排水管に変形及び、欠損が見ら
れる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
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　橋梁番号 № 18

自
至

47

2

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

48

2

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

49

2

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(1000×100,850×
350mm)を伴う腐食が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号47の計測値
※ウェブ板厚8.38mm/13mm

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号47の計測値
上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.4mm/18mm

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

50

2

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

51

2

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

52

2

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号47の計測値
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:8.9mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G4主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(800×150mm)を伴う
腐食が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号51の計測値
※ウェブ板厚6.76mm/13mm
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

53

2

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

54

2

床版

⑦剥離・鉄筋露出-d

⑫うき-e

55

2

床版

⑫うき-e

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号51の計測値
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:7.67mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
張出し床版に鉄筋露出[50×
50,150×200,50×200mm]及び、
うき[450×400,250×150mm]が見
られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
張出し床版の補修部にうき[300
×250mm]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

56

2

床版

⑦剥離・鉄筋露出-e

57

2

床版

⑦剥離・鉄筋露出-e

58

2

床版

⑧漏水・遊離石灰-ｄ

⑪床版ひびわれ-d

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版端部に鉄筋露出[300×
150,150×200mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号56の近接写真
※鉄筋に断面減少を伴う腐食

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版に遊離石灰を伴う一方向ひ
びわれ[幅0.1mm未満/L=400mm]が
見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

59

2

床版

⑪床版ひびわれ-c

60

2

柱部・壁部

⑧漏水・遊離石灰-d

61

2

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版に一方向ひびわれ[幅0.1mm/
L=700mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2橋脚柱部に遊離石灰が見られ
る。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2橋脚柱部に広範囲な剥離[500
×2000,400×1300,400×
1200,100×250mm]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

62

2

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

63

2

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

64

2

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2橋脚柱部に広範囲な剥離[1500
×全周]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号62の近接写真
※d=70mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2橋脚柱部に広範囲な剥離[1500
×全周]が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

65

2

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

66

2

柱部・壁部

洗掘-e

67

2

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号64の近接写真
※d=110mm

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2橋脚の根固めに洗掘が見られ
る。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2橋脚の根固めに広範囲な剥離
[4450×3000mm]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

68

2

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

69

2

梁部

①腐食(大小)-d

⑤防食機能の劣化-e

70

2

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号67の近接写真
※d=220mm

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2橋脚の天端(梁部)に断面減少
を伴う腐食が見られる。
既設の梁部(I型鋼)と思われる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに腐食が見られ
る。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

71

2

落橋防止ｼｽﾃﾑ

⑥ひびわれ(大小)-d

72

2

防護柵

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

73

2

地覆

⑧漏水・遊離石灰-d

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2橋脚の縁端拡幅にひびわれ[幅
0.35mm/L=3300mm]が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
防護柵に腐食が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
地覆側面に遊離石灰[L=1650mm]
が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

74

2

舗装

⑮舗装の異常-e

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
舗装にひびわれ[幅10mm/
L=4500mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
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　橋梁番号 № 18

自
至

75

3

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

76

3

主桁

③ゆるみ・脱落-e

77

3

主桁

③ゆるみ・脱落-e

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(200×100,300×
100mm)を伴う腐食が見られる。
ｳｪﾌﾞ板厚:6.1mm/13mm
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:5.3mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁上ﾌﾗﾝｼﾞのﾎﾞﾙﾄにゆるみ[1
本]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号76の近接写真

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

78

3

主桁

①腐食(大小)-d

79

3

主桁

変形・欠損-e

80

3

主桁

変形・欠損-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(150×50mm)を伴う腐
食が見られる。
上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:3.3mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G2主桁下ﾌﾗﾝｼﾞに変形[変形量
7mm/L=600mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号79の近接写真
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

81

3

主桁

変形・欠損-e

82

3

主桁

変形・欠損-e

83

3

主桁

変形・欠損-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号80の近接写真
※変形量7mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G3主桁下ﾌﾗﾝｼﾞに変形[変形量
8mm/L=600mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号82の近接写真
※変形量8mm

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

84

3

主桁

変形・欠損-e

85

3

主桁

変形・欠損-e

86

3

床版

⑦剥離・鉄筋露出-d

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G3主桁ｳｪﾌﾞに変形[変形量
15mm/L=500mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号84の近接写真
※変形量15mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
張出し床版に鉄筋露出[100×
50mm]が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

87

3

床版

⑪床版ひびわれ-c

88

3

床版

⑪床版ひびわれ-c

89

3

床版

⑧漏水・遊離石灰-d

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版にニ方向ひびわれ[幅
0.2mm/L=2900mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版にニ方向ひびわれ[幅
0.2mm/L=2100mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
張出し床版に遊離石灰が見られ
る。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

90

3

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

91

3

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

92

3

柱部・壁部

⑥ひびわれ(小小)-b

⑧漏水・遊離石灰-d

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3橋脚柱部に広範囲な剥離[2000
×全周]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号90の近接写真
※d=90mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3橋脚柱部に遊離石灰を伴うひ
びわれ[幅0.1mm未満]が見られ
る。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

93

3

柱部・壁部

⑥ひびわれ(中小)-c

94

3

柱部・壁部

洗掘-e

95

3

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3橋脚柱部にひびわれ[幅
0.2mm/L=1200mm]が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3橋脚の根固めに洗掘が見られ
る。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3橋脚の根固めに広範囲な剥離
[800×2900mm]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

96

3

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

97

3

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

98

3

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号95の近接写真
※d=130mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3橋脚の根固めに広範囲な剥離
[2500×1600mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号97の近接写真
※d=90mm
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

99

3

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

③ゆるみ・脱落-e

100

3

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

101

3

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(小小)-b

③ゆるみ・脱落-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄにゆるみ[2/4本]
が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P2上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに塗装の再劣化
による腐食が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに塗装の再劣化
による腐食が見られる他、ゆる
み[2/4本]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

102

3

落橋防止ｼｽﾃﾑ

⑥ひびわれ(大大)-e

103

3

落橋防止ｼｽﾃﾑ

⑦剥離・鉄筋露出-c

104

3

防護柵

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3橋脚の縁端拡幅に亀甲状ひび
われ[幅0.4mm/L=500mm]が見られ
る。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3橋脚の縁端拡幅に剥離[500×
2600mm]及び、うき[300×150mm]
が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
防護柵に腐食が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

105

3

伸縮装置

⑳漏水・滞水-e

106

3

伸縮装置

⑰その他(目地材脱落)-e

107

3

舗装

⑮舗装の異常-e

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3上の伸縮装置に漏水が見られ
る。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3上の伸縮装置に目地材の脱落
が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
舗装にひびわれ[幅10mm/
L=6400mm]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

108

4
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

109

4

主桁

変形・欠損-c

110

4

主桁

変形・欠損-c

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(500×150mm)を伴う
腐食が見られる他、P3上のｱﾝｶｰ
ﾎﾞﾙﾄにも同様の損傷が見られ
る。
ｳｪﾌﾞ板厚:5.5mm/13mm
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:3.1mm/18mm

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁のｿｰﾙﾌﾟﾚｰﾄに変形が見ら
れる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号109の近接写真
※変形量15mm
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

111

4

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

112

4

主桁

③ゆるみ・脱落-e

113

4

主桁

③ゆるみ・脱落-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(450×50,600×
150mm)を伴う腐食が見られる。
ｳｪﾌﾞ板厚:8.1mm/13mm
上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.5mm/18mm
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.3mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G3主桁上ﾌﾗﾝｼﾞのﾎﾞﾙﾄにゆるみ[2
本]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号112の近接写真

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

114

4

主桁

変形・欠損-e

115

4

主桁

変形・欠損-e

116

4

主桁

変形・欠損-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G3主桁下ﾌﾗﾝｼﾞに変形[変形量
10mm/L=900mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号114の近接写真
※変形量10mm

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G3主桁下ﾌﾗﾝｼﾞに変形[変形量
10mm/L=5400mm]が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

117

4

主桁

変形・欠損-e

118

4

主桁

変形・欠損-e

119

4

主桁

変形・欠損-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G3主桁ｳｪﾌﾞに変形[変形量
10mm/L=3300mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号117の近接写真
※変形量10mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G3主桁下ﾌﾗﾝｼﾞに変形[変形量
13mm/L=800mm]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

120

4

主桁

変形・欠損-e

121

4

主桁

③ゆるみ・脱落-e

122

4

主桁

③ゆるみ・脱落-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号119の近接写真
※変形量13mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G4主桁上ﾌﾗﾝｼﾞにボルトの脱落[1
本]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号121の近接写真
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

123

4

主桁

①腐食(小小)-b

⑰その他(断面減少)-e

124

4

床版

⑪床版ひびわれ-d

⑧漏水・遊離石灰-d

125

4

床版

⑪床版ひびわれ-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G4主桁端部に塗装の再劣化によ
る腐食及び、断面減少[150×
150,250×200mm]が見られる。
ｳｪﾌﾞ板厚:5.0mm/13mm
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:8.2mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版に遊離石灰を伴うニ方向ひ
びわれ[幅0.3mm/L=1700mm]が見
られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版に格子状のひびわれ[幅
0.1mm/間隔0.5m]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

126

4

床版

⑪床版ひびわれ-d

127

4

床版

⑦剥離・鉄筋露出-d

128

4

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版にニ方向ひびわれ[幅
0.3mm/L=800mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
張出し床版に鉄筋露出[50×
150mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P4橋脚柱部に広範囲な剥離[1700
×全周]が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

129

4

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

130

4

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

131

4

柱部・壁部

洗掘-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号128の近接写真
※d=170mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P4橋脚柱部に広範囲な剥離[3000
×全周/d=30mm]が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P4橋脚の根固めに洗掘が見られ
る。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

132

4

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

133

4

柱部・壁部

⑦剥離・鉄筋露出-c

134

4

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

③ゆるみ・脱落-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P4橋脚柱部に広範囲な剥離[5550
×2400/d=140mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号132の近接写真
※d=140

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P4上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに脱落[1/4本]が
見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

135

4

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

③ゆるみ・脱落-e

136

4

落橋防止ｼｽﾃﾑ

⑥ひびわれ(大大)-e

137

4

防護柵

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P3上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄにゆるみ[2/4本]
が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P4橋脚の縁端拡幅に亀甲状ひび
われ[幅0.7mm]が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
防護柵に腐食が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

138

4

地覆

⑧漏水・遊離石灰-d

139

4

伸縮装置

⑳漏水・滞水-e

140

4

舗装

⑮舗装の異常-e

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
地覆側面に遊離石灰[L=300mm]が
見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P4上の伸縮装置下面に漏水が見
られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
舗装にひびわれ[幅
10mm/L=7700mm]が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

141

4

添架物

変形・欠損-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
添架物の支持材に変形が見られ
る。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ

　橋梁番号 № 18

自
至

142

5

主桁

①腐食(小小)-b

⑰その他(断面減少)-e

143

5

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

144

5
主桁,ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁端部に塗装の再劣化によ
る腐食及び、断面減少(400×
100mm)が見られる。
ｳｪﾌﾞ板厚:5.6mm/13mm
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:6.4mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G1主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(700×250mm)を伴う
腐食が見られる。
ｳｪﾌﾞ板厚:8.1mm/13mm
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:5.2mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G2主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(550×200mm)を伴う
腐食が見られる他、A2上のｱﾝｶｰ
ﾎﾞﾙﾄにも同様の損傷が見られ
る。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

145

5

主桁

③ゆるみ・脱落-e

146

5

主桁

③ゆるみ・脱落-e

147

5

主桁

変形・欠損-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G3主桁の上ﾌﾗﾝｼﾞのﾎﾞﾙﾄにゆるみ
[2本]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号145の近接写真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G4主桁端部に変形[変形量10mm]
が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

148

5

主桁

変形・欠損-e

149

5

主桁

①腐食(大小)-d

⑰その他(断面減少)-e

150

5

床版

⑦剥離・鉄筋露出-d

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号147の近接写真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
G4主桁端部に塗装の再劣化によ
る断面減少(500×30,450×
150mm)を伴う腐食が見られる。
ｳｪﾌﾞ板厚:6.2mm/13mm
上ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:7.0mm/18mm
下ﾌﾗﾝｼﾞ板厚:5.2mm/18mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
張出し床版に鉄筋露出[700×
250mm]が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

151

5

床版

⑪床版ひびわれ-d

⑧漏水・遊離石灰-d

152

5

床版

⑪床版ひびわれ-c

153

5

床版

⑪床版ひびわれ-d

⑧漏水・遊離石灰-d

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版に遊離石灰を伴うニ方向ひ
びわれ[幅0.2mm/L=2400mm]が見
られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版にニ方向ひびわれ[幅0.1mm]
が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
床版に遊離石灰を伴うニ方向ひ
びわれ[幅0.2mm/L=2700mm]が見
られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

154

5

床版

⑫うき-e

155

5

胸壁

⑦剥離・鉄筋露出-c

156

5

胸壁

⑦剥離・鉄筋露出-c

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
張出し床版にうき[200×100mm]
が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2橋台胸壁に剥離[500×1300mm]
が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2橋台胸壁に剥離[200×400,500
×2100mm]が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

157

5

竪壁

⑦剥離・鉄筋露出-c

158

5

竪壁

⑥ひびわれ(中大)-d

⑦剥離・鉄筋露出-c

159

5

竪壁

⑳漏水・滞水-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2橋台竪壁に広範囲な剥離[2500
×2700mm]が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2橋台竪壁に亀甲状ひびわれ[幅
0.2mm]及び、剥離[350×500mm]
が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2橋台竪壁に漏水跡が見られ
る。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

160

5

翼壁

⑫うき-e

161

5

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

③ゆるみ・脱落-e

162

5

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

①腐食(大小)-d

③ゆるみ・脱落-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2橋台翼壁にうき(500×600mm)
が見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
P4上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに脱落[1/4本]が
見られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2上のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄに塗装の再劣化
による断面減少を伴う腐食が見
られる他、ﾎﾞﾙﾄにゆるみ[2/4本]
が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

163

5

防護柵

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

164

5

地覆

変形・欠損-e

165

5

地覆

⑫うき-e
変形・欠損-e

現

地

調

査

写

真

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
防護柵に腐食が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
地覆に欠損[550×500mm]が見ら
れる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
地覆にうき[400×250mm]及び、
欠損[350×150mm]が見られる。

　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

166

5

伸縮装置

⑳漏水・滞水-e

167

5

舗装

⑮舗装の異常-e

168

5

舗装

⑭路面の凹凸-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2上の伸縮装置下面に漏水が見
られる。

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
舗装にひびわれ[幅
5mm/L=3500mm]が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2伸縮装置上の舗装に路面の凹
凸[段差量40mm]が見られる。
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　橋梁番号 № 18

自
至

現地調査写真
ﾌﾘｶﾞﾅ ﾐﾎｺﾊｼ

路線名 県道万場下吉田線
管
轄

神流町役場
名　称 御鉾橋

所在地
神流町大字生利地内
神流町大字生利地内

169

5

舗装

⑭路面の凹凸-e

⑮舗装の異常-e

170

5

舗装

⑭路面の凹凸-e

⑮舗装の異常-e

171

5

添架物

①腐食(小小)-b

⑤防食機能の劣化-e

現

地

調

査

写

真

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
A2伸縮装置上の舗装に路面の凹
凸[450×1200mm]が見られる。

再　撮

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
写真番号169の近接写真
※段差量45mm

余　白

写 真 番 号

径 間 番 号

部  材  名

要 素 番 号

損傷の種類

メ　　　モ
添架物に腐食が見られる。
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b) 移動・傾斜の計測（3D スキャン） 
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頂部の移動量



-巻末　50-

基部の移動量
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P3橋脚　すりへり量
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P3橋脚　すりへり量
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P3橋脚　すりへり量
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P4橋脚　すりへり量
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P4橋脚　すりへり量



-巻末　56-

P4橋脚　すりへり量



(3) 測量調査 

a) 洗掘量計測 
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写真番号 No.1

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.2

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.3

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

施設名称

写真番号 No.4

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.5

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.6

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

施設名称
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写真番号 No.7

施設名称 御鉾橋

部材 -

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.8

施設名称 御鉾橋

部材 -

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.9

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

施設名称

写真番号 No.10

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.11

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.12

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

施設名称
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写真番号 No.13

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.14

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P1

状況 水中

写真番号 No.15

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

施設名称

写真番号 No.16

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

写真番号 No.17

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

写真番号 No.18

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

施設名称
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写真番号 No.19

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

写真番号 No.20

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

写真番号 No.21

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

施設名称

写真番号 No.22

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

写真番号 No.23

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P2

状況 水中

写真番号 No.24

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

施設名称
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写真番号 No.25

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

写真番号 No.26

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

写真番号 No.27

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

施設名称

写真番号 No.28

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

写真番号 No.29

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

写真番号 No.30

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

施設名称

-巻末　62-



写真番号 No.31

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

写真番号 No.32

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P3

状況 水中

写真番号 No.33

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

施設名称

写真番号 No.34

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

写真番号 No.35

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

写真番号 No.36

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

洗掘

施設名称
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写真番号 No.37

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

洗掘

写真番号 No.38

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

洗掘

写真番号 No.39

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

洗掘

施設名称

写真番号 No.40

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

洗掘

写真番号 No.41

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

洗掘

写真番号 No.42

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

洗掘

施設名称
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写真番号 No.43

施設名称 御鉾橋

部材 橋脚

対象BL P4

状況 水中

洗掘

写真番号 No.44

施設名称

部材

対象BL

状況

写真番号 No.45

施設名称

部材

対象BL

状況

施設名称
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b) 深浅測量、路線測量、河川横断測量 
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(4) コンクリート品質試験 

a) 鉄筋探査 
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b) コア採取 
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Ｐ２橋脚のコアより 

本調査では、橋脚表面より 0mm～250mm までをφ100、橋脚表面より 250mm から 650mm までをφ80 のコン

クリートドリルを使用した。 

今回採取したコンクリートコアを、下記のように区分した。 

橋脚表面より 0mm ～250mm φ100 ： ①部 

橋脚表面より 250mm～400mm  φ80 ： ②部 

橋脚表面より 400mm～650mm  φ80 ： ③部 

コンクリートコア（全体） 

(1) ①部 

今回採取したコンクリートコアの内、P2 橋脚の表面～250mm 程度を“①部”と区分した。この①部は大き

な石が混入したコンクリートであり、強度試験のテストピースには適さない。 

①部拡大 

(2) ②部 

今回採取したコンクリートコアの内、P2 橋脚の表面より 250mm～400mm 程度を“②部”と区分した。この

②部は①部と同様に大きな石が混入したコンクリートであり、①部と同時期に打設されたコンクリートと

推定される。 

②部拡大 

(3) ③部 

今回採取したコンクリートコアの内、P2 橋脚の表面より 400mm～650mm 程度を“③部”と区分した。この

③部は②部との境界に大きな石があり、これは旧橋脚土台の表面にあった石とみられる。またその境界で

コンクリートに色の違いがみられることから、②部と③部のコンクリートは異なる時期に打設されたコン

クリートと推定される。 

以上の２点より、③部は旧橋脚の土台である可能性が高い。 

③部拡大 
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c) 室内品質試験 
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d) 中性化試験 
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(5) 地質調査 

a) ボーリング調査、土質室内試験 
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m g

D cm

H cm

V = ( D2/4) H cm3

ma g

mb g

mc g

w %

ma g

mb g

mc g

w %

w %

t = m / V g/cm3

d = t /(1+w/100)g/cm3

e = ( s / d )-1

Sr = w s / (e w) %

s g/cm3
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t g/cm3

d g/cm3
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(6) 基部コンクリート調査 
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(7) 載荷試験 

-巻末　111-



-巻末　112-



-巻末　113-



-巻末　114-



-巻末　115-



§１．設計条件
    １－１ 基本条件

        タイトル         御鉾橋

        形 式            単純非合成鈑桁

        主桁本数         4 本

        支間長合計       8.68[m](構造基本線)

        桁 高            464[mm]

        床版形式         鉄筋コンクリート床版 t=150[mm]

        舗 装            アスファルト舗装     t=30[mm]

        平面線形         Ｒ=∞

        横桁斜角          90° 0′0.0″

        活荷重           活荷重(L-14)

        添架物           なし

        使用鋼材         JIS規格

        鋼種の仕様       道路橋示方書

        耐候性鋼材       使用しない

    １－２ 横断面図

4300

2150

400 3500 400

200 200

170 170

30
150

G1 G2 G3 G4

1500

650 6503 @ 1000 = 3000

46450 46450 46450 46450

1

＜
平

面
格

子
図

＞
 
 
※

寸
法

値
は

構
造

基
本

線
上

の
長

さ
[
m
m
]

8
68
0

4
 @
 2
1
70
 =
 
86
80

G1 G2 G3 G4

C1
C2

C3
C4

C5

2

１－３ 桁高変化図

＜全主桁＞

8680（構造基本線上長さ）

46
4.
0

3

§２．荷 重
    ２－１ 死荷重

4300

400 3500 400

200 200

G1 G2 G3 G4

650 6503 @ 1000 = 3000

車道舗装[kN/m2]

0.68

車道床版[kN/m2]

3.67

地覆･縁石･中央分離帯[kN/m2]

4.9 4.9

高欄左右[kN/m]

0.49 0.49

鋼重[kN/m]

1.2 1.2 1.2 1.2

ﾊﾝﾁ重量[kN/m]

0.63 0.37 0.37 0.63
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    ２－２ 活荷重

        活荷重種類 ： 活荷重(L-14)

        (1)Ｌ荷重

            (a)主載荷部分布活荷重強度               2.45[kN/m2]

            (b)従載荷部分布活荷重強度              1.225[kN/m2]

            (c)群集荷重強度                            0[kN/m2]

            (d)分布活荷重主載荷幅                    5.5[m]

            (e)主載荷部線活荷重強度                 34.3[kN/m]

            (f)従載荷部線活荷重強度                17.15[kN/m]

            (g)線活荷重主載荷幅                      5.5[m]

5

§３．断面力

   ＜主桁 G1＞

        -0.02          47.18

         0.02          47.17

         0.01          94.35

        -0.02          47.18

        -0.01          -0.31

        -0.03          46.78

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材1  (I端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        76.66          23.50

        77.26          33.51

       153.93          57.01

        76.66          23.50

        -0.67          -9.89

        75.80          10.63

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材1  (J端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        76.65          23.60

        77.27          33.33

       153.92          56.93

        76.65          23.60

        -0.66          -9.76

        75.79          10.92

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材2  (I端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

       102.18          -0.08

       103.29          20.90

       205.47          20.90

       102.18          -0.08

        -0.94         -20.86

       100.95         -20.93

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材2  (J端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

       102.18           0.08

       103.29          20.86

       205.47          20.93

       102.18           0.08

        -0.94         -20.90

       100.95         -20.90

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材3  (I端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        76.65         -23.60

        77.27           9.76

       153.92         -10.92

        76.65         -23.60

        -0.66         -33.33

        75.79         -56.93

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材3  (J端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        76.66         -23.50

        77.26           9.89

       153.93         -10.63

        76.66         -23.50

        -0.67         -33.51

        75.80         -57.01

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材4  (I端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重
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   ＜主桁 G1＞

        -0.02         -47.18

         0.02           0.31

         0.01         -46.78

        -0.02         -47.18

        -0.01         -47.17

        -0.03         -94.35

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材4  (J端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

7

   ＜主桁 G2＞

         0.02          17.63

         0.03          60.23

         0.04          77.86

         0.02          17.63

        -0.03          -1.87

        -0.03          15.20

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材1  (I端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        28.81           8.91

        97.88          42.51

       126.68          51.42

        28.81           8.91

        -2.99         -13.29

        24.93          -8.37

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材1  (J端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        28.82           8.80

        97.87          42.53

       126.69          51.33

        28.82           8.80

        -2.98         -12.85

        24.94          -7.91

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材2  (I端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        38.45           0.08

       130.43          26.69

       168.88          26.77

        38.45           0.08

        -3.95         -27.06

        33.31         -27.06

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材2  (J端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        38.45          -0.08

       130.43          27.06

       168.88          27.06

        38.45          -0.08

        -3.95         -26.69

        33.31         -26.77

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材3  (I端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        28.82          -8.80

        97.87          12.85

       126.69           7.91

        28.82          -8.80

        -2.98         -42.53

        24.94         -51.33

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材3  (J端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重

        28.81          -8.91

        97.88          13.29

       126.68           8.37

        28.81          -8.91

        -2.99         -42.51

        24.93         -51.42

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材4  (I端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重
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（１）耐荷力照査



   ＜主桁 G2＞

         0.02         -17.63

         0.03           1.87

         0.04         -15.20

         0.02         -17.63

        -0.03         -60.23

        -0.03         -77.86

               最大値                         最小値

  曲げモーメント     せん断力    曲げモーメント     せん断力

     Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]       Ｍy[kN･m]        Ｓz[kN]

      ＜部材4  (J端)＞

        死荷重   

        活荷重   

        死＋活荷重
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§７．断面計算結果

    ＜主桁グループ1 (G1,G4)＞

断面位置

断面長 [mm]

材　質 上フランジ

ウェブ

下フランジ

断面力 Ｍy(max) [kN･m]

Ｍy(min) [kN･m]

Ｓz [kN]

固定間距離 [mm]

断面 上フランジ [mm]

ウェブ [mm]

下フランジ [mm]

断面諸量 δ [cm]

Ｙu [cm]

ＹL [cm]

Ａg [cm2]

Ｉy [cm4]

応力度σu(max) [N/mm2]

σL (〃) [N/mm2]

σu(min) [N/mm2]

σL (〃) [N/mm2]

τ

合成応力度 Ｗu

ＷL

抵抗曲げモーメント

Ｍru(max) [kN･m]

ＭrL (〃) [kN･m]

Ｍru(min) [kN･m]

ＭrL (〃) [kN･m]

引張ボルト数 (上･下)

水平補剛材の段数

断面1-L

      8680.0

SM400A

SM400A

SM400A

           0

           0

          94

      8680.0

  155 x  18

  464 x  13

  155 x  18

        0.00

      -25.00

       25.00

      116.12

       43246

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

   15.6  <   80.0 

  0.038  < 1.2    

  0.038  < 1.2    

      242

      242

      242

      242

0

断面1-R

      8680.0

SM400A

SM400A

SM400A

           0

           0

          94

      8680.0

  155 x  18

  464 x  13

  155 x  18

        0.00

      -25.00

       25.00

      116.12

       43246

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

   15.6  <   80.0 

  0.038  < 1.2    

  0.038  < 1.2    

      242

      242

      242

      242

0

断面1-C

      8680.0

SM400A

SM400A

SM400A

         205

         101

          21

      8680.0

  155 x  18

  464 x  13

  155 x  18

        0.00

      -25.00

       25.00

      116.12

       43246

 -118.8  < -140.0 

  118.8  <  140.0 

  -58.4  < -140.0 

   58.4  <  140.0 

    3.5  <   80.0 

  0.622  < 1.2    

  0.622  < 1.2    

      242

      242

      242

      242

0
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    ＜主桁グループ2 (G2,G3)＞

断面位置

断面長 [mm]

材　質 上フランジ

ウェブ

下フランジ

断面力 Ｍy(max) [kN･m]

Ｍy(min) [kN･m]

Ｓz [kN]

固定間距離 [mm]

断面 上フランジ [mm]

ウェブ [mm]

下フランジ [mm]

断面諸量 δ [cm]

Ｙu [cm]

ＹL [cm]

Ａg [cm2]

Ｉy [cm4]

応力度σu(max) [N/mm2]

σL (〃) [N/mm2]

σu(min) [N/mm2]

σL (〃) [N/mm2]

τ

合成応力度 Ｗu

ＷL

抵抗曲げモーメント

Ｍru(max) [kN･m]

ＭrL (〃) [kN･m]

Ｍru(min) [kN･m]

ＭrL (〃) [kN･m]

引張ボルト数 (上･下)

水平補剛材の段数

断面1-L

      8680.0

SM400A

SM400A

SM400A

           0

           0

          78

      8680.0

  155 x  18

  464 x  13

  155 x  18

        0.00

      -25.00

       25.00

      116.12

       43246

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

   12.9  <   80.0 

  0.026  < 1.2    

  0.026  < 1.2    

      242

      242

      242

      242

0

断面1-R

      8680.0

SM400A

SM400A

SM400A

           0

           0

          78

      8680.0

  155 x  18

  464 x  13

  155 x  18

        0.00

      -25.00

       25.00

      116.12

       43246

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

    0.0  <  140.0 

   12.9  <   80.0 

  0.026  < 1.2    

  0.026  < 1.2    

      242

      242

      242

      242

0

断面1-C

      8680.0

SM400A

SM400A

SM400A

         169

          33

          27

      8680.0

  155 x  18

  464 x  13

  155 x  18

        0.00

      -25.00

       25.00

      116.12

       43246

  -97.6  < -140.0 

   97.6  <  140.0 

  -19.3  < -140.0 

   19.3  <  140.0 

    4.5  <   80.0 

  0.422  < 1.2    

  0.422  < 1.2    

      242

      242

      242

      242

0
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§８．下部工設計用反力
□安定計算

以下の反力には桁尻載荷分は含まない。

＜支点横断＞

死荷重

Ｒd[kN]

活荷重 

Ｒz[kN]

死＋活荷重 

Ｒd＋Ｒz[kN]

線活荷重

 ＲzL[kN]

1     129.61     157.27     286.88     120.05

2     129.61     157.27     286.88     120.05

12
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(2) 安定計算 

橋脚基部コンクリートは、洗掘防止工と想定しているが、直接基礎として機能していた場合に洗掘

による橋脚の安全性に大きく関わることから、再建時の設計基準に基づいて橋脚の安定性を検討する。 

安定検討に際しては、計測した寸法形状、洗掘の影響を考慮した。 

検討対象は、洗掘の影響が大きい P4 橋脚とする。 

a) 形状寸法 

図 P4 橋脚 形状寸法図 

※洗掘されていない範囲が、等価な長方形となるように設定 

b) 設計条件 

    設計基準：昭和 31 年 鋼道路橋設計示方書 

    死荷重反力：Rd=320kN 

    設計荷重：L-14 

    設計水平震度：0.20 

    設計水位：常時 h=7.0m、地震時 h=3.5m ※水位は底版下面からの高さを示す。

    流水圧を考慮（橋軸直角方向） 

※流量計算より 常時 V=7.0m/sec,地震時 V=4.0m/sec と想定 

    コンクリートの単位体積重量 γc＝23.0kN/ 

    地盤条件：硬岩（亀裂の少ない） 力学特性 C = 12.6MN/mm2 φ=55° 

c) 安定計算結果 

 洗掘がない場合には、常時・地震時ともに安定計算を満足するが、現状の洗掘範囲に基づく安定

計算においては、下表のとおり橋軸方向の地震時、直角方向の常時に“転倒”で許容値を超過する

結果となる。 

橋軸方向

荷重ケース 浮力

V= 2109.45

H= 0 0.313 ＜ 0.517 - 235.1 ＜ 2500 2109.5 ＜ 4450000

M= 661.24 OK OK OK

V= 1558.82

H= 0 0.322 ＜ 0.517 - 175.5 ＜ 2500 1558.8 ＜ 4410000

M= 501.35 OK OK OK

V= 1789.45

H= 331.89 1.034 ＞ 1.033 3.235 ＞ 1.200 497.1 ＜ 3750 1789.5 ＜ 2150000

M= 1850.16 NG OK OK OK

V= 1414.9

H= 331.89 1.238 ＞ 1.033 2.558 ＞ 1.200 650.6 ＜ 3750 1414.9 ＜ 1050000

M= 1751.91 NG OK OK OK

直角方向

荷重ケース 浮力

V= 2109.45

H= 0 0.482 ＜ 0.775 - 237.3 ＜ 2500 2109.5 ＜ 5150000

M= 1016.19 OK OK OK

V= 1558.82

H= 150.3 0.935 ＞ 0.775 6.222 ＞ 1.500 241.2 ＜ 2500 1558.8 ＜ 3350000

M= 1457.84 NG OK OK

V= 1789.45

H= 331.89 1.213 ＜ 1.550 3.235 ＞ 1.200 346.0 ＜ 3750 1789.5 ＜ 3470000

M= 2170.12 OK OK OK OK

V= 1414.9

H= 354.21 1.453 ＜ 1.550 2.397 ＞ 1.200 349.1 ＜ 3750 1414.9 ＜ 960000

M= 2056.39 OK OK OK OK

地盤反力度 支持力

無

Ｌ１地震時

無

有
(h=3.5m）

Ｌ１地震時

無

有
(h=3.5m）

地盤反力度 支持力

常時

無

有
(h=7m）

作用力

滑動

滑動転倒

常時

有
(h=7m）

作用力 転倒

L1 地震動とは、供用期間中で比較的生じる可能性が高い中規模程度の地震による地震動であり、こ

のような中程度の地震時のほか、水位が橋脚天端から 2.7m（底版下面から 7m）程度まで上がった場合

で安定性を損なう状況であること、また洗掘が進行した場合、水位が低い状態においても安定性を損

なう状況となることから、緊急対応が必要な状況と考えられる。 
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1章 設計条件

1.1 形状寸法

　　形式　　　　　　RC小判柱橋脚(新設検討)

　　はり形状タイプ  はり式(小判形)

　　基礎形式　　　　直接基礎

　　重要度の区分　　B種の橋

9
.
75

0

8
.
10

0

1.000

8
.
10

0

0.800

1.600

1.100 0.800

3.500
(右側が背面側となります)

4.300

0.
5
0
0

8
.
10

0
1
.
1
50

0.100 0.100

4.100

5.000

0.350 0.200

5.550

0.
5
0
0

 記号 寸法 (m)　　　　　　　　項目　　　　　　　　　

H     
BL

BTL

BTR

はり高さ　　　　　　　　　　　　　　　
橋軸方向はり幅　　　　　　　　　　　　
橋軸直角方向はり幅(左側)　　　　　　　
　　　　〃　　　　(右側)　　　　　　　

   0.500
   0.100
   0.100
   0.100

   8.100
   0.800
   4.100
   8.100
   0.400
   0.450

H     
BL

BT

Ht

BtL

BtT

柱高さ(柱基部－はり下面)　　　　　　　
橋軸方向　　　柱幅　　　　　　　　　　
橋軸直角方向　柱幅　　　　　　　　　　
柱テーパー部　高さ　　　　　　　　　　
　　　　　　　橋軸方向テーパー幅　　　
　　　　　　　直角方向テーパー幅　　　

フーチング高　　　　　　　　　　　　　
フーチング幅　橋軸方向　　　　　　　　
　　　　　　　橋軸直角方向　　　　　　
フーチング左端から柱中央までの距離　　
フーチング前面側から柱中央までの距離　

   1.150
   3.500
   5.550
   2.850
   1.900

H     
BL

BT

xc

zc

   0.000地表面(フーチング下面から)　　　　　　 hG

2

1.2 上部工反力

1.2.1 死荷重反力および慣性力作用位置

　　上部工死荷重反力　RD　260.00 (kN)

　　橋軸　　 　橋軸直角　

　　  0.500 上部工慣性力の作用位置 hI (m)　 　　  0.000 

1.2.2 許容応力度法

　　活荷重反力および地震時水平反力

　　橋軸　　 　橋軸直角　

    320.00　
     26.00　

上部工活荷重反力 RL (kN)　
地震時水平反力　 RH (kN)　

    320.00　
     26.00　

1.3 設計水平震度

　　地域区分　A1地域

　　地盤種別　I種地盤

1.3.1 許容応力度法

　 kh 　

   0.20 
   0.20 

橋軸方向　　
橋軸直角方向

　　 kh: 許容応力度法による設計に用いる設計水平震度

1.4 単位重量他

　　鉄筋のヤング係数　Es 　　　　　　　　　2.00×105(N/mm2)

　　断面設計のヤング係数比                  15

　　鉄筋コンクリートの単位重量　γc 　　　  23.00(kN/m3)

　　水の単位重量　γw 　　　　　　　　　　   9.80(kN/m3)

　　土砂(埋戻し土)の単位重量　　γt 　　　  16.00(kN/m3)

　　土砂浮力算出時の水の単位重量　γw　      9.00(kN/m3)

3

1.5 基礎の安定

　　剛体照査に用いる地盤反力係数kVはαEoから求める。

　　　　　　　　　　　　　　　　  αEo    = 17400000 kN/m2

    地表面タイプ:水平

　　基礎底面摩擦係数　　　　　　　tanφB   = 0.600

　　支持力検討条件

　　　　地盤の粘着力　　　　　　　c  　　 = 9999.999(KN/m2)

　　　　地盤の内部摩擦角　　　　　φ 　　 =   45.00 (°)

　　　　基礎の有効根入れ深さ　　　橋軸方向Df 　　 =    0.000(m)

　　　　　　　　　　　　　　　　　直角方向Df 　　 =    0.000(m)

　　　　良質な地盤への根入れ深さ　橋軸方向Df'　　 =    0.000(m)

　　　　　　　　　　　　　　　　　直角方向Df'　　 =    0.000(m)

　　　　水位が0.0(m)または浮力無視のケースでは、支持地盤の単位重量に浮力を考慮しない。

1.6 許容応力度法荷重ケース

　柱、フーチングの許容応力度法による検討、および、安定計算は以下の荷重ケースについて行う。

1.6.1 橋軸方向

(1)  ケース: 常時(略称: 常時)　荷重状態: 常時(許容応力度の割増し係数　1.00)

　　設計水位:  7.000m　　土砂高さ:  0.000m　(それぞれフーチング下面から)

1) 荷重

　　上部工反力(はり天端・はり中心に作用)

 鉛直力(kN) 

      260.00死荷重反力RD

活荷重反力RL       320.00

      580.00合計　　　　　

               モーメント(kN.m)               作用位置
 hI(m)  

   水平力   
   RH(kN)         RM           合計         RH・hI

        0.00           0.00          0.00          0.00   0.000

　　橋脚天端から上部工慣性力の作用位置までの水平力によるモーメントは偏心モーメントとして加算。

　　地震時慣性力　考慮しない

　　躯体に直接作用する荷重

　　　　流水圧　　　　　　　　　　橋軸方向は考慮しない

2) 安定計算の許容値

　　許容偏心量　　　　　 B / 6.00   　　　　※ Bは フーチング幅 を意味する。

　　滑動安全率　　　　　     1.50

　　許容地盤反力度　　　  2500.0 (kN/m2)

3) 支持力検討条件

　　安全率      　　　　　　  3.00

　　土の単位重量(kN/m3)

水位考慮水位無視

   7.00   16.00 支持地盤　

   0.000   0.000根入れ地盤

　　支持力推定上の補正係数γ  1.00
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(2)  ケース: レベル1地震時(略称: Lv1地震時)　荷重状態: Lv1地震時(許容応力度の割増し係数　1.50)

　　設計水位:  3.500m　　土砂高さ:  0.000m　(それぞれフーチング下面から)

1) 荷重

　　上部工反力(はり天端・はり中心に作用)

 鉛直力(kN) 

      260.00死荷重反力RD

      260.00合計　　　　　

               モーメント(kN.m)               作用位置
 hI(m)  

   水平力   
   RH(kN)         RM           合計         RH・hI

       26.00           0.00          0.00          0.00   0.000

　　橋脚天端から上部工慣性力の作用位置までの水平力によるモーメントは偏心モーメントとして加算。

　　地震時慣性力　橋軸方向↑(正方向)

　　　　動水圧　　　　　　　　　　考慮しない

　　躯体に直接作用する荷重

　　　　流水圧　　　　　　　　　　橋軸方向は考慮しない

2) 安定計算の許容値

　　許容偏心量　　　　　 B / 3.00   　　　　※ Bは フーチング幅 を意味する。

　　滑動安全率　　　　　     1.20

　　許容地盤反力度　　　  3750.0 (kN/m2)

3) 支持力検討条件

　　安全率      　　　　　　  2.00

　　土の単位重量(kN/m3)

水位考慮水位無視

   7.00   16.00 支持地盤　

   0.000   0.000根入れ地盤

　　支持力推定上の補正係数γ  1.00

5

1.6.2 橋軸直角方向

(1)  ケース: 常時(略称: 常時)　荷重状態: 常時(許容応力度の割増し係数　1.00)

　　設計水位:  7.000m　　土砂高さ:  0.000m　(それぞれフーチング下面から)

1) 荷重

　　上部工反力(はり天端・はり中心に作用)

 鉛直力(kN) 

      260.00死荷重反力RD

活荷重反力RL       320.00

      580.00合計　　　　　

               モーメント(kN.m)               作用位置
 hI(m)  

   水平力   
   RH(kN)         RM           合計         RH・hI

        0.00           0.00          0.00          0.00   0.500

　　橋脚天端から上部工慣性力の作用位置までの水平力によるモーメントは偏心モーメントとして加算。

　　地震時慣性力　考慮しない

　　躯体に直接作用する荷重

　　　　流水圧　　　　　　　　　　橋軸直角方向→向き

　　　　　　流速　　 6.700 (m/sec)

2) 安定計算の許容値

　　許容偏心量　　　　　 B / 6.00   　　　　※ Bは フーチング幅 を意味する。

　　滑動安全率　　　　　     1.50

　　許容地盤反力度　　　  2500.0 (kN/m2)

3) 支持力検討条件

　　安全率      　　　　　　  3.00

　　土の単位重量(kN/m3)

水位考慮水位無視

   7.00   16.00 支持地盤　

   0.000   0.000根入れ地盤

　　支持力推定上の補正係数γ  1.00

6

(2)  ケース: レベル1地震時(略称: Lv1地震時)　荷重状態: Lv1地震時(許容応力度の割増し係数　1.50)

　　設計水位:  3.500m　　土砂高さ:  0.000m　(それぞれフーチング下面から)

1) 荷重

　　上部工反力(はり天端・はり中心に作用)

 鉛直力(kN) 

      260.00死荷重反力RD

      260.00合計　　　　　

               モーメント(kN.m)               作用位置
 hI(m)  

   水平力   
   RH(kN)         RM           合計         RH・hI

       26.00          13.00          0.00         13.00   0.500

　　橋脚天端から上部工慣性力の作用位置までの水平力によるモーメントは偏心モーメントとして加算。

　　地震時慣性力　直角方向→(正方向)

　　　　動水圧　　　　　　　　　　考慮しない

　　躯体に直接作用する荷重

　　　　流水圧　　　　　　　　　　橋軸直角方向→向き

　　　　　　流速　　 4.000 (m/sec)

2) 安定計算の許容値

　　許容偏心量　　　　　 B / 3.00   　　　　※ Bは フーチング幅 を意味する。

　　滑動安全率　　　　　     1.20

　　許容地盤反力度　　　  3750.0 (kN/m2)

3) 支持力検討条件

　　安全率      　　　　　　  2.00

　　土の単位重量(kN/m3)

水位考慮水位無視

   7.00   16.00 支持地盤　

   0.000   0.000根入れ地盤

　　支持力推定上の補正係数γ  1.00

7

2章 安定計算

2.1 フーチングの剛体照査

(1) β・λによる判定

　　β・λ = 0.89748×1.100 = 0.987 ≦ 1.0

　　β = 4
3・k

E・h3
 = 0.89748 (1/m)

　　ここに、k = kV

　　　　kV : 鉛直方向地盤反力係数

　　　　　　　　kV = kVO(
BV

0.3 )
-3/4

 = 7729182.3 (kN/m3)

　　　　kVO: 直径0.3mの剛体円板による平板載荷試験の値に相当する鉛直方向地盤反力係数

　　　　　　　　kVO = 
1

0.3
αEO = 58000000.0 (kN/m

3)

　　　　BV: 基礎の換算載荷幅　BV = AV = B・D = 4.407 (m)

　　　αEO : αEO = 17400000 (kN/m
2)

　　　　B : フーチングの幅　　　B =    5.550 (m)

　　　　D : フーチングの奥行き　D =    3.500 (m)

　　　　h : フーチングの厚さ　　h =    1.150 (m)

　　　　E : フーチングのヤング係数  E = 2.35×107 (kN/m2)

λ : フーチングの張出し長

λ = max(l, b) = 1.100 (m)

　　　　l : [奥行きD / 2]と[張出長lh]の短い方の長さ

　　　　　　　　 l = min(D / 2, lh) = 1.100 (m)

　　　　　　　　 D / 2 = 1.750 (m)

　　　　　　　　 lh = 1.100 (m)

　　　　b : [幅B / 2]と[張出長bh]の短い方の長さ

　　　　　　　　 b = min(B / 2, bh) = 0.510 (m)

　　　　　　　　 B / 2 = 2.775 (m)

　　　　　　　　 bh = 0.510 (m)

(2) フーチング厚さの上限値による判定

　　FH1 ≧ FH2

　　ここに、

　　　 FH1: フ－チングの厚さ　　　　　FH1 = 1.150 (m)

　　　 FH2: 剛体であると判定する厚さ　FH2 = 5.550/5.000 = 1.110 (m)

(3) 照査結果

　 (2)フーチング厚さの　
　　　上限値による判定　 　　　　　　総 合 判 定 　　　　　　　 (1)β・λによる判定　

   (1)または(2)を満足しているので   
 フーチングは剛体として設計してよい 

　　　0.987 ≦ 1.0　　　
      フーチングは      
     剛体と見なせる　   

　　1.150 ≧ 1.110  　　
      フーチングは      
     剛体と見なせる　   

8

2.2 フーチング重量

Br

B
a

H

H

橋軸方向(z)

橋軸直角方向(x)

H =  1.150m　　Ba =  3.500m　　Br =  5.550m

V = Ba・Br・H =     22.339m3

y = H / 2　　 =      0.575m

x = 　　　　　　　　　0.000m

z = 　　　　　　　　　0.000m

重量　　　　W = V・γc =     513.79(kN)

モーメント　My = W・y  =     295.43(kN.m)

　　　　　　Mx = W・x  =       0.00(kN.m)

　　　　　　Mz = W・z  =       0.00(kN.m)
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2.3 浮力

　水の単位体積重量 γw  =  9.80(kN/m3)

　土砂浮力(水)     γw' =  9.00(kN/m3)

　※表中の図心(Xg,Zg)は、底版下面中心を(0,0)としたときの座標

2.3.1 橋軸方向

(1) ケース　常時(上載土砂高さ　 0.000m、水位　 7.000m)

　躯体浮力

橋軸図心 Zg(m) 体積 V(m3)  V・Zg(m4)

        0.1500
        0.0000

    5.0771
    0.0000

柱                        
フーチング                

    33.84733
    22.33875

    5.0771                        Σ     56.18608  ------------ 

　　躯体浮力　　V = -ΣV・γw　　　 =   -550.62(kN)

　　モーメント Mz = -Σ(V・Zg)・γw =    -49.76(kN.m)

　　重心位置　　z =  Σ(V・Zg)/ΣV  =      0.090(m)

(2) ケース　レベル1地震時(上載土砂高さ　 0.000m、水位　 3.500m)

　躯体浮力

橋軸図心 Zg(m) 体積 V(m3)  V・Zg(m4)

        0.1500
        0.0000

    2.3820
    0.0000

柱                        
フーチング                

    15.88018
    22.33875

    2.3820                        Σ     38.21893  ------------ 

　　躯体浮力　　V = -ΣV・γw　　　 =   -374.55(kN)

　　モーメント Mz = -Σ(V・Zg)・γw =    -23.34(kN.m)

　　重心位置　　z =  Σ(V・Zg)/ΣV  =      0.062(m)

2.3.2 橋軸直角方向

(1) ケース　常時(上載土砂高さ　 0.000m、水位　 7.000m)

　躯体浮力

直角図心 Xg(m) 体積 V(m3)  V・Xg(m4)

        0.0750
        0.0000

    2.5385
    0.0000

柱                        
フーチング                

    33.84733
    22.33875

    2.5385                        Σ     56.18608  ------------ 

　　躯体浮力　　V = -ΣV・γw　　　 =   -550.62(kN)

　　モーメント Mx = -Σ(V・Xg)・γw =    -24.88(kN.m)

　　重心位置　　x =  Σ(V・Xg)/ΣV  =      0.045(m)
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(2) ケース　レベル1地震時(上載土砂高さ　 0.000m、水位　 3.500m)

　躯体浮力

直角図心 Xg(m) 体積 V(m3)  V・Xg(m4)

        0.0750
        0.0000

    1.1910
    0.0000

柱                        
フーチング                

    15.88018
    22.33875

    1.1910                        Σ     38.21893  ------------ 

　　躯体浮力　　V = -ΣV・γw　　　 =   -374.55(kN)

　　モーメント Mx = -Σ(V・Xg)・γw =    -11.67(kN.m)

　　重心位置　　x =  Σ(V・Xg)/ΣV  =      0.031(m)
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2.4 各荷重ケース毎の作用力の集計および、安定計算(橋軸方向)

2.4.1 ケース　常時(上載土砂高さ　 0.000m、水位　 7.000m)

(1) 作用力集計

鉛直力(kN) 水平力(kN) モーメント (kN.m) 

      0.00
      0.00
      0.00
      0.00
      0.00
      0.00
      0.00

    580.00
   1015.65
      0.00
      0.00
      0.00
    513.79
      0.00

         87.00　　
        152.35　　
          0.00　　
          0.00　　
          0.00　　
          0.00　　
          0.00　　

上部工反力　　　　　　
躯体自重(はり・柱)　　
はり天端に作用する荷重
柱に作用する集中荷重　
柱に作用する分布荷重　
躯体自重(フーチング)　
上載土砂　　　　　　　

      0.00
      0.00

躯体浮力　　　水位考慮
土砂浮力　　　　　　　

   -550.62
      0.00

        -49.76　　
          0.00　　

        239.35　　
        189.59　　

合計　　　　　水位無視
　　　　　　　水位考慮

   2109.45
   1558.82

      0.00
      0.00

(2) 安定計算

　■結果一覧

　地盤反力度　 (kN/m2)
鉛直力　　
　　(kN)　

滑動　　
　安全率

許容支持力
　　(kN)　

地盤反力　
作用幅 (m)

偏心距離
　 (m)　 　 背面 　　 前面 　

水位無視
水位考慮

     87.47
     63.52

4447479.02
4411248.19

  0.113 
  0.122 

   2109.45
   1558.82

    129.72
     96.98

   3.500　
   3.500　

  0.583 許容値　   1.500        2500.00　　　　

　■有効載荷幅、有効載荷面積

　　基礎幅B = 3.500 (m), 基礎の奥行きD = 5.550 (m)

有効載荷面積
Ae=D・Be(m2)

 有効載荷幅 
 Be=B-2eB(m)

荷重の偏心距離
  eB=MB/V(m)  

    18.166  
    18.075  

    3.273   
    3.257   

水位無視
水位考慮

     0.113    
     0.122    

　■転倒に対する検討

 モーメント 
  MB(kN.m)  

荷重の偏心距離   許容偏心量 
  eB=MB/V(m)      ea=B/6(m) 

判定
  鉛直力  
   V(kN)  

     0.113    ≦    0.583   
     0.122    ≦    0.583   

 OK 
 OK 

   2109.45
   1558.82

      239.35
      189.59

水位無視
水位考慮

　■滑動に対する検討

　　※水平力が作用していないため、詳細出力は省略する。

　■地盤反力度

　　・水位無視

　　　底面反力の作用幅

　　　　x = 3(B/2 - e) = 3(3.500/2 - 0.113) = 4.910 (m) > B  ∴x = 3.500 (m)  (台形分布)

　　　地盤反力度

　　　　qmax, qmin = 
V

DB
±

6MB

DB2
 = 

2109.45

5.550×3.500
±

6×239.35

5.550×3.5002

　　　　qmax = 129.72 (kN/m2), qmin = 87.47 (kN/m2)
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　　・水位考慮

　　　底面反力の作用幅

　　　　x = 3(B/2 - e) = 3(3.500/2 - 0.122) = 4.885 (m) > B  ∴x = 3.500 (m)  (台形分布)

　　　地盤反力度

　　　　qmax, qmin = 
V

DB
±

6MB

DB2
 = 

1558.82

5.550×3.500
±

6×189.59

5.550×3.5002

　　　　qmax = 96.98 (kN/m2), qmin = 63.52 (kN/m2)

         地盤反力度 (kN/m2)         
    qmin      qmax         上限値   

判定

 OK 
 OK 

水位無視
水位考慮

     87.47     129.72 ≦    2500.00 
     63.52      96.98 ≦    2500.00 

　■荷重の偏心傾斜を考慮した支持力

　　地盤の粘着力　　　 c 

　　地盤の内部摩擦角　φ 

　　安全率　　　　　　Fs 

= 9999.999 (kN/m2)  

=   45.00°  

=    3.0

基礎の有効根入れ深さ　　

良質な地盤への根入れ深さ  

Df  

Df' 

=  0.000(m)

=  0.000(m)

　　寸法効果に対する補正係数λ = μ = ν = -1/3

 単位      水位考慮          水位無視     

          0.000   
        133.87    
        134.87    
        235.07    

          0.000   
        133.87    
        134.87    
        235.07    

荷重の傾斜　　　　　　　　 tanθ
支持力係数　　　　　　　　　 Nc 
                             Nq 
                             Nγ

 kN/m3

 kN/m3
          7.00    
          0.000   

         16.00    
          0.000   

支持地盤の単位重量　　　　　γ1

根入れ地盤の平均単位重量　　γ2

          0.00              0.00    上載荷重              q =γ2・Df  kN/m2

          3.273   
         18.166   

有効載荷幅　　　　　　　　　 Be 
有効載荷面積　　　　　　　　 A' 

  m   
  m2

          3.257   
         18.075   

          1.176   
          0.765   
          1.000   

          1.177   
          0.764   
          1.000   

基礎の形状係数　　　　　　　 α 
β 

根入れ効果に対する割増し係数 κ 

寸法効果に関する補正係数　 (C*)λ

      　　　　　　　　　　 (B*)μ

　　　　　　　　　　　　　 (q*)ν

          0.464   
          0.674   
          1.000   

          0.464   
          0.675   
          1.000   

   13233744.58    
    4411248.19    
       1558.82    

極限支持力　　　　　　　　　 Ru'
許容鉛直支持力　　　　　　　 Ra 
作用鉛直力　　　　　　　　　 V  

  kN  
  kN  
  kN  

   13342437.06    
    4447479.02    
       2109.45    
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2.4.2 ケース　レベル1地震時(上載土砂高さ　 0.000m、水位　 3.500m)

(1) 作用力集計

鉛直力(kN) 水平力(kN) モーメント (kN.m) 

     26.00
    203.13
      0.00
      0.00
      0.00
    102.76
      0.00

    260.00
   1015.65
      0.00
      0.00
      0.00
    513.79
      0.00

        292.50　　
       1140.69　　
          0.00　　
          0.00　　
          0.00　　
         59.09　　
          0.00　　

上部工反力　　　　　　
躯体自重(はり・柱)　　
はり天端に作用する荷重
柱に作用する集中荷重　
柱に作用する分布荷重　
躯体自重(フーチング)　
上載土砂　　　　　　　

      0.00
      0.00

躯体浮力　　　水位考慮
土砂浮力　　　　　　　

   -374.55
      0.00

        -23.34　　
          0.00　　

       1492.27　　
       1468.93　　

合計　　　　　水位無視
　　　　　　　水位考慮

   1789.45
   1414.90

    331.89
    331.89

(2) 安定計算

　■結果一覧

　地盤反力度　 (kN/m2) 鉛直力　　
　　(kN)　

滑動　　
　安全率

許容支持力
　　(kN)　

地盤反力　
作用幅 (m)

偏心距離
　 (m)　 　 背面 　　 前面 　

水位無視
水位考慮

      0.00
      0.00

2146267.66
1421279.01

  0.834 
  1.038 

   1789.45
   1414.90

  3.235 
  2.558 

    234.64
    238.77

   2.748　
   2.135　

  1.167 許容値　   1.200        3750.00　　　　

　■有効載荷幅、有効載荷面積

　　基礎幅B = 3.500 (m), 基礎の奥行きD = 5.550 (m)

有効載荷面積
Ae=D・Be(m2)

 有効載荷幅 
 Be=B-2eB(m)

荷重の偏心距離
  eB=MB/V(m)  

    10.168  
     7.901  

    1.832   
    1.424   

水位無視
水位考慮

     0.834    
     1.038    

　■転倒に対する検討

 モーメント 
  MB(kN.m)  

荷重の偏心距離   許容偏心量 
  eB=MB/V(m)      ea=B/3(m) 

判定
  鉛直力  
   V(kN)  

     0.834    ≦    1.167   
     1.038    ≦    1.167   

 OK 
 OK 

   1789.45
   1414.90

     1492.27
     1468.93

水位無視
水位考慮

　■滑動に対する検討

　　Hu  = cBAe  + VtanφB

　　ここに、

　　　　　Hu : 基礎底面と地盤との間に働くせん断抵抗力(kN)

　　　　　cB  : 基礎底面と地盤との間の付着力(kN/m2),  cB = 0.000

　　　tanφB  : 基礎底面と地盤との間の摩擦係数,  tanφB = 0.600

　　　　　Ae : 有効載荷面積(m2)

　　　　　V  : 基礎底面に作用する鉛直荷重(kN)。ただし、浮力を差し引いた値とする。

　　　　　Be : 基礎の有効載荷幅(m),  Be = B-2eB

　　　　　B  : 基礎幅,  B = 3.500(m)

　　　　　eB  : 荷重の偏心距離(m)

  Hu(kN)    HB(kN)     Hu/H   安全率 判定   V(kN)  

 OK 
 OK 

   3.235≧ 1.200
   2.558≧ 1.200

   1789.45
   1414.90

水位無視
水位考慮

    331.89
    331.89

   1073.67
    848.94
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　■地盤反力度

　　・水位無視

　　　底面反力の作用幅

　　　　x = 3(B/2 - e) = 3(3.500/2 - 0.834) = 2.748 (m)  (三角形分布)

　　　地盤反力度

　　　　qmax = 
2V

Dx
 = 

2×1789.45

5.550×2.748
 = 234.64 (kN/m2)

　　・水位考慮

　　　底面反力の作用幅

　　　　x = 3(B/2 - e) = 3(3.500/2 - 1.038) = 2.135 (m)  (三角形分布)

　　　地盤反力度

　　　　qmax = 
2V

Dx
 = 

2×1414.90

5.550×2.135
 = 238.77 (kN/m2)

         地盤反力度 (kN/m2)         
    qmin      qmax         上限値   

判定

 OK 
 OK 

水位無視
水位考慮

      0.00     234.64 ≦    3750.00 
      0.00     238.77 ≦    3750.00 

　■荷重の偏心傾斜を考慮した支持力

　　地盤の粘着力　　　 c 

　　地盤の内部摩擦角　φ 

　　安全率　　　　　　Fs 

= 9999.999 (kN/m2)  

=   45.00°  

=    2.0

基礎の有効根入れ深さ　　

良質な地盤への根入れ深さ  

Df  

Df' 

=  0.000(m)

=  0.000(m)

　　寸法効果に対する補正係数λ = μ = ν = -1/3

 単位      水位考慮          水位無視     

          0.235   
         71.90    
         72.23    
         84.91    

          0.185   
         82.54    
         83.02    
        106.39    

荷重の傾斜　　　　　　　　 tanθ
支持力係数　　　　　　　　　 Nc 
                             Nq 
                             Nγ

 kN/m3

 kN/m3
          7.00    
          0.000   

         16.00    
          0.000   

支持地盤の単位重量　　　　　γ1

根入れ地盤の平均単位重量　　γ2

          0.00              0.00    上載荷重              q =γ2・Df  kN/m2

          1.832   
         10.168   

有効載荷幅　　　　　　　　　 Be 
有効載荷面積　　　　　　　　 A' 

  m   
  m2

          1.424   
          7.901   

          1.077   
          0.897   
          1.000   

          1.099   
          0.868   
          1.000   

基礎の形状係数　　　　　　　 α 
β 

根入れ効果に対する割増し係数 κ 

寸法効果に関する補正係数　 (C*)λ

      　　　　　　　　　　 (B*)μ

　　　　　　　　　　　　　 (q*)ν

          0.464   
          0.817   
          1.000   

          0.464   
          0.889   
          1.000   

    2842558.01    
    1421279.01    
       1414.90    

極限支持力　　　　　　　　　 Ru'
許容鉛直支持力　　　　　　　 Ra 
作用鉛直力　　　　　　　　　 V  

  kN  
  kN  
  kN  

    4292535.32    
    2146267.66    
       1789.45    
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2.5 各荷重ケース毎の作用力の集計および、安定計算(橋軸直角方向)

2.5.1 ケース　常時(上載土砂高さ　 0.000m、水位　 7.000m)

(1) 作用力集計

鉛直力(kN) 水平力(kN) モーメント (kN.m) 

      0.00
      0.00
      0.00
      0.00
      0.00
      0.00
      0.00

    580.00
   1015.65
      0.00
      0.00
      0.00
    513.79
      0.00

         43.50　　
         76.17　　
          0.00　　
          0.00　　
          0.00　　
          0.00　　
          0.00　　

上部工反力　　　　　　
躯体自重(はり・柱)　　
はり天端に作用する荷重
柱に作用する集中荷重　
柱に作用する分布荷重　
躯体自重(フーチング)　
上載土砂　　　　　　　

      0.00
      0.00
    137.72

躯体浮力　　　水位考慮
土砂浮力　　　　　　　
流水圧　　　　　　　　

   -550.62
      0.00

        -24.88　　
          0.00　　
        641.79　　

        119.67　　
        736.58　　

合計　　　　　水位無視
　　　　　　　水位考慮

   2109.45
   1558.82

      0.00
    137.72

(2) 安定計算

　■結果一覧

　地盤反力度　 (kN/m2) 鉛直力　　
　　(kN)　

滑動　　
　安全率

許容支持力
　　(kN)　

地盤反力　
作用幅 (m)

偏心距離
　 (m)　

　　右　　　　左　　

水位無視
水位考慮

    101.93
     39.25

5145715.04
3480930.39

  0.057 
  0.473 

   2109.45
   1558.82  6.791 

    115.25
    121.24

   5.550　
   5.550　

  0.925 許容値　   1.500        2500.00　　　　

　■有効載荷幅、有効載荷面積

　　基礎幅B = 5.550 (m), 基礎の奥行きD = 3.500 (m)

有効載荷面積
Ae=D・Be(m2)

 有効載荷幅 
 Be=B-2eB(m)

荷重の偏心距離
  eB=MB/V(m)  

    19.028  
    16.117  

    5.437   
    4.605   

水位無視
水位考慮

     0.057    
     0.473    

　■転倒に対する検討

 モーメント 
  MB(kN.m)  

荷重の偏心距離   許容偏心量 
  eB=MB/V(m)      ea=B/6(m) 

判定  鉛直力  
   V(kN)  

     0.057    ≦    0.925   
     0.473    ≦    0.925   

 OK 
 OK 

   2109.45
   1558.82

      119.67
      736.58

水位無視
水位考慮
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　■滑動に対する検討

　　Hu  = cBAe  + VtanφB

　　ここに、

　　　　　Hu : 基礎底面と地盤との間に働くせん断抵抗力(kN)

　　　　　cB  : 基礎底面と地盤との間の付着力(kN/m2),  cB = 0.000

　　　tanφB  : 基礎底面と地盤との間の摩擦係数,  tanφB = 0.600

　　　　　Ae : 有効載荷面積(m2)

　　　　　V  : 基礎底面に作用する鉛直荷重(kN)。ただし、浮力を差し引いた値とする。

　　　　　Be : 基礎の有効載荷幅(m),  Be = B-2eB

　　　　　B  : 基礎幅,  B = 5.550(m)

　　　　　eB  : 荷重の偏心距離(m)

  Hu(kN)    HB(kN)     Hu/H   安全率 判定   V(kN)  

 OK 
   1.500

   6.791≧ 1.500
   2109.45
   1558.82

水位無視
水位考慮

      0.00
    137.72

   1265.67
    935.29

　■地盤反力度

　　・水位無視

　　　底面反力の作用幅

　　　　x = 3(B/2 - e) = 3(5.550/2 - 0.057) = 8.155 (m) > B  ∴x = 5.550 (m)  (台形分布)

　　　地盤反力度

　　　　qmax, qmin = 
V

DB
±

6MB

DB2
 = 

2109.45

3.500×5.550
±

6×119.67

3.500×5.5502

　　　　qmax = 115.25 (kN/m2), qmin = 101.93 (kN/m2)

　　・水位考慮

　　　底面反力の作用幅

　　　　x = 3(B/2 - e) = 3(5.550/2 - 0.473) = 6.907 (m) > B  ∴x = 5.550 (m)  (台形分布)

　　　地盤反力度

　　　　qmax, qmin = 
V

DB
±

6MB

DB2
 = 

1558.82

3.500×5.550
±

6×736.58

3.500×5.5502

　　　　qmax = 121.24 (kN/m2), qmin = 39.25 (kN/m2)

         地盤反力度 (kN/m2)         
    qmin      qmax         上限値   判定

 OK 
 OK 

水位無視
水位考慮

    101.93     115.25 ≦    2500.00 
     39.25     121.24 ≦    2500.00 

-巻末　120-
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　■荷重の偏心傾斜を考慮した支持力

　　地盤の粘着力　　　 c 

　　地盤の内部摩擦角　φ 

　　安全率　　　　　　Fs 

= 9999.999 (kN/m2)  

=   45.00°  

=    3.0

基礎の有効根入れ深さ　　

良質な地盤への根入れ深さ  

Df  

Df' 

=  0.000(m)

=  0.000(m)

　　寸法効果に対する補正係数λ = μ = ν = -1/3

 単位      水位考慮          水位無視     

          0.088   
        107.22    
        107.99    
        163.18    

          0.000   
        133.87    
        134.87    
        235.07    

荷重の傾斜　　　　　　　　 tanθ
支持力係数　　　　　　　　　 Nc 
                             Nq 
                             Nγ

 kN/m3

 kN/m
3

          7.00    
          0.000   

         16.00    
          0.000   

支持地盤の単位重量　　　　　γ1

根入れ地盤の平均単位重量　　γ2

          0.00              0.00    上載荷重              q =γ2・Df  kN/m2

          5.437   
         19.028   

有効載荷幅　　　　　　　　　 Be 
有効載荷面積　　　　　　　　 A' 

  m   
  m

2
          4.605   
         16.117   

          1.300   
          0.600   
          1.000   

          1.300   
          0.600   
          1.000   

基礎の形状係数　　　　　　　 α 
β 

根入れ効果に対する割増し係数 κ 

寸法効果に関する補正係数　 (C*)λ

      　　　　　　　　　　 (B*)μ

　　　　　　　　　　　　　 (q*)ν

          0.464   
          0.569   
          1.000   

          0.464   
          0.601   
          1.000   

   10442791.18    
    3480930.39    
       1558.82    

極限支持力　　　　　　　　　 Ru'
許容鉛直支持力　　　　　　　 Ra 
作用鉛直力　　　　　　　　　 V  

  kN  
  kN  
  kN  

   15437145.12    
    5145715.04    
       2109.45    
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2.5.2 ケース　レベル1地震時(上載土砂高さ　 0.000m、水位　 3.500m)

(1) 作用力集計

鉛直力(kN) 水平力(kN) モーメント (kN.m) 

     26.00
    203.13
      0.00
      0.00
      0.00
    102.76
      0.00

    260.00
   1015.65
      0.00
      0.00
      0.00
    513.79
      0.00

        286.00　　
       1064.51　　
          0.00　　
          0.00　　
          0.00　　
         59.09　　
          0.00　　

上部工反力　　　　　　
躯体自重(はり・柱)　　
はり天端に作用する荷重
柱に作用する集中荷重　
柱に作用する分布荷重　
躯体自重(フーチング)　
上載土砂　　　　　　　

      0.00
      0.00
     22.32

躯体浮力　　　水位考慮
土砂浮力　　　　　　　
流水圧　　　　　　　　

   -374.55
      0.00

        -11.67　　
          0.00　　
         57.14　　

       1409.60　　
       1455.06　　

合計　　　　　水位無視
　　　　　　　水位考慮

   1789.45
   1414.90

    331.89
    354.21

(2) 安定計算

　■結果一覧

　地盤反力度　 (kN/m2) 鉛直力　　
　　(kN)　

滑動　　
　安全率

許容支持力
　　(kN)　

地盤反力　
作用幅 (m)

偏心距離
　 (m)　 　　右　　　　左　　

水位無視
水位考慮

     13.67
      0.00

3472927.80
2536864.96

  0.788 
  1.028 

   1789.45
   1414.90

  3.235 
  2.397 

    170.57
    154.30

   5.550　
   5.240　

  1.850 許容値　   1.200        3750.00　　　　

　■有効載荷幅、有効載荷面積

　　基礎幅B = 5.550 (m), 基礎の奥行きD = 3.500 (m)

有効載荷面積
Ae=D・Be(m2)

 有効載荷幅 
 Be=B-2eB(m)

荷重の偏心距離
  eB=MB/V(m)  

    13.911  
    12.226  

    3.975   
    3.493   

水位無視
水位考慮

     0.788    
     1.028    

　■転倒に対する検討

 モーメント 
  MB(kN.m)  

荷重の偏心距離   許容偏心量 
  eB=MB/V(m)      ea=B/3(m) 

判定  鉛直力  
   V(kN)  

     0.788    ≦    1.850   
     1.028    ≦    1.850   

 OK 
 OK 

   1789.45
   1414.90

     1409.60
     1455.06

水位無視
水位考慮

　■滑動に対する検討

　　Hu  = cBAe  + VtanφB

　　ここに、

　　　　　Hu : 基礎底面と地盤との間に働くせん断抵抗力(kN)

　　　　　cB  : 基礎底面と地盤との間の付着力(kN/m2),  cB = 0.000

　　　tanφB  : 基礎底面と地盤との間の摩擦係数,  tanφB = 0.600

　　　　　Ae : 有効載荷面積(m2)

　　　　　V  : 基礎底面に作用する鉛直荷重(kN)。ただし、浮力を差し引いた値とする。

　　　　　Be : 基礎の有効載荷幅(m),  Be = B-2eB

　　　　　B  : 基礎幅,  B = 5.550(m)

　　　　　eB  : 荷重の偏心距離(m)

  Hu(kN)    HB(kN)     Hu/H   安全率 判定   V(kN)  

 OK 
 OK 

   3.235≧ 1.200
   2.397≧ 1.200

   1789.45
   1414.90

水位無視
水位考慮

    331.89
    354.21

   1073.67
    848.94
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　■地盤反力度

　　・水位無視

　　　底面反力の作用幅

　　　　x = 3(B/2 - e) = 3(5.550/2 - 0.788) = 5.962 (m) > B  ∴x = 5.550 (m)  (台形分布)

　　　地盤反力度

　　　　qmax, qmin = 
V

DB
±

6MB

DB2
 = 

1789.45

3.500×5.550
±

6×1409.60

3.500×5.5502

　　　　qmax = 170.57 (kN/m2), qmin = 13.67 (kN/m2)

　　・水位考慮

　　　底面反力の作用幅

　　　　x = 3(B/2 - e) = 3(5.550/2 - 1.028) = 5.240 (m)  (三角形分布)

　　　地盤反力度

　　　　qmax = 
2V

Dx
 = 

2×1414.90

3.500×5.240
 = 154.30 (kN/m2)

         地盤反力度 (kN/m2)         
    qmin      qmax         上限値   判定

 OK 
 OK 

水位無視
水位考慮

     13.67     170.57 ≦    3750.00 
      0.00     154.30 ≦    3750.00 

　■荷重の偏心傾斜を考慮した支持力

　　地盤の粘着力　　　 c 

　　地盤の内部摩擦角　φ 

　　安全率　　　　　　Fs 

= 9999.999 (kN/m2)  

=   45.00°  

=    2.0

基礎の有効根入れ深さ　　

良質な地盤への根入れ深さ  

Df  

Df' 

=  0.000(m)

=  0.000(m)

　　寸法効果に対する補正係数λ = μ = ν = -1/3

 単位      水位考慮          水位無視     

          0.250   
         68.74    
         69.02    
         78.89    

          0.185   
         82.54    
         83.02    
        106.39    

荷重の傾斜　　　　　　　　 tanθ
支持力係数　　　　　　　　　 Nc 
                             Nq 
                             Nγ

 kN/m3

 kN/m3

          7.00    
          0.000   

         16.00    
          0.000   

支持地盤の単位重量　　　　　γ1

根入れ地盤の平均単位重量　　γ2

          0.00              0.00    上載荷重              q =γ2・Df  kN/m2

          3.975   
         13.911   

有効載荷幅　　　　　　　　　 Be 
有効載荷面積　　　　　　　　 A' 

  m   
  m2

          3.493   
         12.226   

          1.299   
          0.601   
          1.000   

          1.300   
          0.600   
          1.000   

基礎の形状係数　　　　　　　 α 
β 

根入れ効果に対する割増し係数 κ 

寸法効果に関する補正係数　 (C*)λ

      　　　　　　　　　　 (B*)μ

　　　　　　　　　　　　　 (q*)ν

          0.464   
          0.631   
          1.000   

          0.464   
          0.659   
          1.000   

    5073729.91    
    2536864.96    
       1414.90    

極限支持力　　　　　　　　　 Ru'
許容鉛直支持力　　　　　　　 Ra 
作用鉛直力　　　　　　　　　 V  

  kN  
  kN  
  kN  

    6945855.61    
    3472927.80    
       1789.45    

橋軸方向

荷重ケース 浮力

V= 2109.45

H= 0 0.313 ＜ 0.517 - 235.1 ＜ 2500 2109.5 ＜ 4450000

M= 661.24 OK OK OK

V= 1558.82

H= 0 0.322 ＜ 0.517 - 175.5 ＜ 2500 1558.8 ＜ 4410000

M= 501.35 OK OK OK

V= 1789.45

H= 331.89 1.034 ＞ 1.033 3.235 ＞ 1.200 497.1 ＜ 3750 1789.5 ＜ 2150000

M= 1850.16 NG OK OK OK

V= 1414.9

H= 331.89 1.238 ＞ 1.033 2.558 ＞ 1.200 650.6 ＜ 3750 1414.9 ＜ 1050000

M= 1751.91 NG OK OK OK

直角方向

荷重ケース 浮力

V= 2109.45

H= 0 0.482 ＜ 0.775 - 237.3 ＜ 2500 2109.5 ＜ 5150000

M= 1016.19 OK OK OK

V= 1558.82

H= 150.3 0.935 ＞ 0.775 6.222 ＞ 1.500 241.2 ＜ 2500 1558.8 ＜ 3350000

M= 1457.84 NG OK OK

V= 1789.45

H= 331.89 1.213 ＜ 1.550 3.235 ＞ 1.200 346.0 ＜ 3750 1789.5 ＜ 3470000

M= 2170.12 OK OK OK OK

V= 1414.9

H= 354.21 1.453 ＜ 1.550 2.397 ＞ 1.200 349.1 ＜ 3750 1414.9 ＜ 960000

M= 2056.39 OK OK OK OK

地盤反力度 支持力

無

Ｌ１地震時

無

有
(h=3.5m）

Ｌ１地震時

無

有
(h=3.5m）

地盤反力度 支持力

常時

無

有
(h=7m）

作用力

滑動

滑動転倒

常時

有
(h=7m）
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2-4 設計条件整理 

(1) 活荷重整理 

①大正 15 年：8t（第二種） 

②昭和 14 年：9t（第 2 種） 

③昭和 31 年：T-14（二等橋）→主桁 L 荷重、床組 T 荷重 

※橋梁台帳より、適用基準：昭和 31 年道示としている。 

                 大正 15 年道路構造に関する細則案            昭和 14 年鋼道路橋設計示方書解説        昭和 31 年鋼道路橋設計示方書、鋼道路橋製作示方書 
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(3)



(2) 下部工地震動（Lv1）整理 

①大正 15 年：死荷重の 0.6 倍？ 

②昭和 14 年：水平方向 0.2g、鉛直方向 0.1g 

③昭和 31 年：水平方向 0.2g（しばしば大地震が起こった地域、良好な地盤）、鉛直方向 0.1g 

※橋梁台帳より、適用基準：昭和 31 年道示としている。 

大正 15 年道路構造に関する細則案           昭和 14 年鋼道路橋設計示方書解説                   昭和 31 年鋼道路橋設計示方書、鋼道路橋製作示方書 

                    昭和 55 年道路橋示方書 

【地域の区分】 

昭和 55 年道示より以前では、地震の発生しやすい場所の整理はされていない。 

このため、地域区分 ABC を昭和 31 年道示の地域に当てはめる。 

A：しばしば大地震が起った地域 

B：大地震が起こったことのある地域 

C：その他の地域 

→当該箇所は、「A: しばしば大地震が起った地域」とした。 
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